
平成14年度

順天堂大学大学院スポーツ健康科研究科 修士論文

ハンドボール競技のポジションに付与される役割が行動様式に与える影学

スポーツ科学領域

論文指導教員

11015

渡洩 大志

川合 武司 教授

合格年月日 平成／十年ヱ月之才日

論文審査委員

主査 〉‥／針乳芹

副査

副査

せ之

魂 を頸



目次

第1章 緒言・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1

第2章 関連文献の考証・・‥・‥・・・・・‥・・・・・・・・・・・・4

第1節 パーソナリティと行動様式の関わりについて・・‥・・・・・・・・4

第2節 集団内の役割について・・・・・・・・・・・・・l・‥ ‥・‥5

第3節 役割がパーソナリティに与える影響・・・・‥・・・‥・・・・・7

第4節 スポーツ経験によるパーソナリティの変容・‥・‥‥‥・‥ 11

第3辛 目的・・・・・・・・・・‥・・・・・・・・・・・・・・・・・・14

第4章 研究方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15

第1節 調査1・‥・l・・・・・・・・・・・‥・・・・・・・・・・15

（1〉 被調査者・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15

（2）調査方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16

（3）結果の分析・・・・‥・・・・‥・・・・・‥・・・・・・16

第2節 調査2・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17

（1）被調査者・・・・・・・・・・・‥・・・・・・・・・・・・・17

（2）調査方法・・・・‥・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・18

（3）結果の分析・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・18

第5章 結果および考察・・・・‥・・・・・・・・‥・・・‥・・・・21

第1節 因子分析による質問項目の選定・・・・・・・・・・・・・・・・・21

（1）因子分析・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・21

（2）因子の解釈と命名・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・21

第2節 所属・ポジション・ポジション歴による行動様式の特性・・・・・・24



（1）オフェンスについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・24

（2）ディフェンスについて・・・・・・・・‥・・・・・・・・・・30

第3節 ポジションを継続することに伴う役割の影響‥
‥・・‥

‥・・37

（1）オフェンスについてl・・・・・・・・・・‥・・・・・・・・37

（2）ディフェンスについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・43

第4節 最適なポジション配置・・・‥・・・‥・・・・・‥・・‥・49

オフェンス・ディフェンス・・・・・・・・・・・・・・・・‥ 49

第5節 退部した生徒‥ ‥・・‥・・・‥・・・‥・・・‥・・・51

（1）オフェンスについて・・・・・・・・・・・・・・・・‥・・・51

（2）ディフェンスについて‥ ‥

‥・‥・・・・・・・・・「・52

第6節 総括的考察・‥・・・・・・‥・・・・‥・・・・・・・‥・53

（1）調査1の分析結果・・・・・・‥・・・・・・・・・・・・・・53

く2）調査1，2の分析結果・・・・・‥・・・・・・・・・・・・・・54

第6章 結論・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・56

第7章 要約・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・57

謝辞

参考および引用文献

欧文要約

図．1～ 図．6

表．1～ 表．8

資料．1～ 資料．2



第1章 緒言

我々の生活している学校、地域、社会の中には、様々な共通の目

的や目標を持つ集団が存在する。池上64〉は、このような集団の中で、

集団行動が行われるよ うになると、個人と個人は、人間関係を結ぶ

点と しての位置つま りポジションを作るよ うになる、と述べている。

そして、集団行動をする過程において、特定のポジショ ンにふさわ

しい場と して多く の人が期待し、組織的な行動をすることにより役

割が生まれる。

役割は、対人的行動や個人のパーソナリ ティ に影響を与える

4）46〉43〉26）と考えられている。人間には、ある役割を演じていると、

その役割に含まれる価値観や態度が内面化されることがある。例と

して、役割による心理的影響が予想外に大きかった Banks ら10）の

模擬監獄実験が上げられる。この実験では一般市民に 2週間の予定

で囚人と看守の役割を演じさせたところ、与えられた役割による人

格変容があま り にも急速に進み、囚人への虐待が多く なった。この

ため倫理的見地から途中で実験を中止せざるを得なく なった。他に

も、集団内の役割によって、行動様式が変容する例と して、岡堂43）

は、労働組合で活発に働いていた人が、人事異動で管理職につく と

有能な管理職の役割を果すよ うになること もまれではない、と報告



している。

体育やスポーツが、教育の一環と して捉えられてきた歴史的事実

が示すよ うにスポーツ経験が、スポーツ競技者のパーソナリティや

人間形成に及ぼす影響に関する研究は、数多く報告されている。例

えば、加藤ら 23〉が、体育学部生は一般学生と比べ、外向性、社交性、

活動性、粘着性などの傾向がよ り強いと報告している。また、角川

ら 22〉は、体育学部学生は、一般学生に比べ、活動的、外向的な傾向

が強いと述べている。滝沢68〉は、ハンドボール競技者について、男

女別、ポジショ ン別、経験年数別、その他、いろいろな角度からそ

の特性について検証し、ハンドボール競技者の各個人のパーソナリ

ティが、ポジショ ンにより異なることを報告している。特に、スポ

ーツ経験年数とパーソナリティの変容を明らかにしよう
と したのは、

林18）、野口ら 40〉はである。彼らは、スポーツ経験が増すという こ

とは、それだけスポーツと長く関わっていることであり、スポーツ

経験年数の多い者ほどスポーツが、パーソナリティに及ぼす影響を

強く受ける、と述べている。このことは、日常とは異なる特殊なス

ポーツ環境に身を置く ことによって、パーソナリティに何らかの影

響を受けることを示している。また、花田ら 9〉の研究によると運動

部経験によるパーソナリティの変化があるとすれば、大学以前に表

れる と考えられる、と報告している。松田ら 29〉は、特に児童、生徒



のよ うに自己概念が形成途中の者にとって、運動経験や継続がバー

ソナソテイの形成に影響を与えることは大いに考えられる、と述べ

ている。このよ うにスポーツ競技者のパーソナリティが、スポーツ

経験を通して変容するかどうかについての間虜は、これまで多く の

研究がされてきている。

ゴール型スポーツにおけるポジショ ン毎のパーソナリ ティや行動

様式に関する研究は、いまだ未開拓な部分が多く、ハンドボール競

技を対象と した研究においては、他の競技スポーツと比べ非常に遅

れをとっている。特に、競技者の内面についての研究は極めて少な

い。心理的な要因は無視することができないという ことは、いくつ

もの研究で明らかにされているにも関わらず、チーム構成や指導を

行う ときに、心理的にみてよ り行動様式に適したポジショ ンへ競技

者を配置することは軽視されている。

そこで、パフォーマンスの発揮を考えたときに、今まで積み重ね

てきたハンドボール競技の基本的な概念や競技者の身体能力、体格、

技術に加え、心理的な特徴に応じたポジショ ン配置が、パフオーマ

ンス向上に有効であると考えられる。そのため、競技者を最適なポ

ジショ ンに配置するためには、試合構造に基づく各ポジショ ンの役

割と行動様式との関係を明らかにする必要がある。



第2章 常連文献の考証

第1節 パーソナリティ と行動様式の関わり について

心理学の中で、野 口 39）に よ る と、20 世紀にな り 初めて

A11port，G．W．が性格特性（Personalitytrait）という言葉を用いた、と

言っている。その後数多くの心理学者によって、パーソナリティの

定義や概念について、多くの議論がつく されてきている。しかし、

丹羽 60）は、いまだ一義的で規定されていない、と述べている。数多

く の研究に共通する点は、パーソナリティ とは、その人の行動、考

え、感情を決め、それらに“その人らしさ’’を与えるものである。

全体と してのまとまり、持続性、一貫性を持っているが、固定的で

はなく変化するもの、という内容である。

一方、社会心理学的観点からパーソナリティを松田 さ0）は、個人を

特徴づけている比較的一貫性のある持続的な行動様式である、と報

告しており、その人にとっての基本的なものと考えられる。Ar皿01d，

H．B．4〉は、行動という ものはパーソナリティに影響され、そのパー

ソナリティは持続的で反復的な社会的状況から形成される、と報告

している。杉山ら 62）は、行動パターンの形成と維持を検定すること

で、パーソナリティを研究するものにとって参考になる点がある、

と示唆している。更に、大坊46）はパーソナリティ とは、個人に特徴



的な安定した行動傾向である、と述べている。それぞれ人の特徴は、

行動の中に十分に確立されている．つま り、行動とは「その人の身体

的、精神的、情緒的、社会的健康状態などの特性」30〉であり、バー

ソナティが表面にあらわれている部分と考えられる。

以上のよ うにパーソナリ ティの定義は多岐にわたっているが、本

研究では、集団内における個人の役割が重要なキーワードになって

いるため、パーソナリティをArnold，H．B．4）、藤原17）、松田 80）な

どの社会心理学的観点から捉え「人間の社会的行動の個人的な特徴」

17〉という定義に従う こ とにする。

第2節 集団内の役割について

我々の生活している学校、地域、社会の中には、様々な共通の目

的や目標を持つ集研が存在する。池上64〉は、このよ うな集団の中で、

集団行動が行われるよ うになると、個人と個人は、人間関係を結ぶ

点と しての位置つまりポジションを作るようになる、と述べている。

そして、集団行動をする過程において、特定のポジショ ンにふさわ

しい場と して多く の人が期待し、組織的な行動をすることによ り役

割が生まれる。役割について林ら 64〉は、個人に行動への拘束力をあ

たえる規範的機能と集団に対する適応的機能を持つ、と述べており、



青田 66〉は、この役割に基づいて具体的な行動をすることを役割行動

と言っている。

日常生活の中では、人は多くの人々 と様々な関わり合いを持って

いる。堀毛64）は、他者との関わり合いを持つことは、その相手と何

らかの役割関係にある、と示唆している。自分がある役割を果すこ

とは、相手に別の役割を任せていること と対応している。しかしな

がら、現実的に我々は複数の集団に属しており、各集団からの役割

が相反することもある。そのため心理的に混乱をきたす役割葛藤が

生ずることもある。今川 64）は、葛藤なく役割を実行することができ

ると、その集団に価値を発見する、と述べている。すなわち心理的

に満足し、集周内で適応していく ことができると考えられる。また、

平田14〉は、個人が集団内の期待や信頼などを集め地位ができてく る

と、他の人をある方向へ導く影響を与える、と報告している。スポ

ーツで言えばチームワーク、組織プレーが形成され、それがその集

団の組織力、勢力、パワーとなる。スポーツの中でも、特に集団ス

ポーツの場合は‘‘for tbe team’’というスローガンの下、活動して

いく過程の中で対人関係を学習する機会となっている。その集団活

動を円滑にするためには、各人に自己犠牲を含む役割の遂行が求め

られる場合がある。野球競技における犠打などは、この一例と言え

る。



第3節 役割がパーソナリティに与える影響

役割は、対人的行動や個人のパーソナリ ティ に影響を与える

12）1丑）26〉80〉と考えられている．人間には、ある役割を演じていると、

その役割に含まれる価値観や態度が内面化されることがある。例と

して、役割による心理的影響が予想外に大きかった Bank8 ら10）の

模擬監獄実験が上げられる。これは一般市民に2週間の予定で囚人

と看守の役割を演じさせたと ころ、与えられた役割による人格変容

があま り にも急速に進み、囚人への虐待が多く なった。このため倫

理的見地から途中で実験を中止せざるを得なくなった。他にも、集

団内の役割によって行動様式が変容する例と して、岡堂4さ）は、労働

組合で活発に働いていた人が、人事異動で管理職につく と有能な管

理職の役割を果すようになることもまれではない、と報告している。

このよ うに異なる役割を与えられるこ とによ り、人は正反対の行動

を示すことも報告されている。また、吉田 66〉は、家庭内において親

子、夫婦、男子と女子などは役割の典型であるが、同一人物であっ

ても、企業内においての役割、個々の家庭やその他の社会での役割

とでは、また異なった役割を演ずる、と報告している。この点につ

いて、社会心理学的観点から吉田 66〉は、人格、パーソナリティ とは

仲間に対していかような行動パターンで応答するかという社会的相

互作用の姿そのものにほかならぬ、と述べている。ここで言う社会



的相互作用とは、一般に個人と個人、集団と集団、あるいは個人と

集団との間で社会的行動がやり と り されることを指す。

一方、ゴール型スポーツ（ラクビー、サッカー、ハンドボールなど〉

についても、ポジショ ン毎に役割がある。特に近年では、競技者の

プレーイング・ポジショ ン毎にプレーの専門化が進んでおり、その

役割の重要性は高まっている。Stiebler49〉は競技者を最適なポジシ

ヨ ンに配置することは、ボールゲームにおいて勝敗を決定するほど

大きなウェイトを占める、と述べている。それゆえ、ポジショ ン配

置はチーム作り をする上で欠かすことのできない課題であると考え

られ、最適なポジショ ンに競技者を配置するという観点に留意して

指導を行う ことは、チームカ向上に不可欠である。また、チーム構

成を行う上で指導者の重要な仕事と して考えられる。

競技者をポジショ ン配置する際、役割が行動様式に与える影響を

考慮すると、ポジショ ンに付与された役割を遂行する過程に、その

ポジショ ンに向いた行動様式が形成されることが考えられる。個人

の体格・体力・運動能力・技術に加え、心理的な側面からの行動様

式という観点から競技者を配置するこ とによって、効果的かつ計画

的なチーム作り を進めるこ と も可能である。競技者を最適なポジシ

ヨ ンに配置するには、試合構造に基づく各ポジショ ンの役割に加え

て、その役割を担う個人のよ り基本的な属性、具体的には各ポジシ



ヨンの行動様式そのものを明らかにする必要がある。

ここで、浅野 6）、藤林16〉、水上ら 32〉、村上ら 84〉を参考に、

一般的に言われるハンドボール競技のポジショ ン毎の役割を以下に

示した。また、基本的なポジショニングを図．1－1に図示した。

オフェンスに関して言えば、フローターは、相手ディフェンスの

状況を判断し、フェイ ントをして相手をかわす。また、高い打点か

らディフェンス越しに強力なシュートを放つ花形ポジショ ンであり、

ゲームの中で得点を多く取るポジショ ンである。そう した役割から、

他のポジショ ンと比較して「活発で思い切り がいい」という行動様

式が重要となる。

次にセンターは、攻撃の司令塔と してゲームメイクや相手のディ

フェンスを撹乱するという役割を持つ。これらの役割から期待され

る行動様式は「高い統率力や判断力」という こ とになる。ポストは、

相手の隙を見つけ出し、パスをもらいシュートする。またはフロー

ターやセンターのプレーをアシスト し、ブロ ックプレーをする。こ

の際に、相手ディ フェンスとの接触の中で有利な位置取り をしなく

てはならない。これらの役割から期待される行動様式は「粘り強さ

や意志の強さ」という こ とになる。

サイドは、シュートを多数打たないものの、サイドシュートの確

率の高いチームは攻撃の幅も広がる。また、相手ディ フェンスに響



戒させることによ り、フローターもプレーをしやすく なる。また、

チャンスのときは狭い角度からシュートをする。これらの役割から

期待される行動様式は「地味であるが我慢強い」という ことになる。

次にディフェンスに関して基本的な役割を示した。また、ポジシ

ヨニングを図．1－2に図示した。

ゴールキーパーは、攻撃に参加するこ とはほとんど無く、ディ フ

ェンスのときに相手のシュートを止めるこ とや味方ディフェンスの

指示をする。これらの役割から期待される行動様式は「気分は高ぶ

るが主観的」という ことになる。

サイドは、相手のシュートコースを狭く し、同時にその他のポジ

ショ ンへ声で指示をする。また、速攻（相手のシュートミスや味方

のパスカットによって起こるカウンターのよ うなもの）のときは先

頭を切って走り得点を狙う。これらの役割から期待される行動様式

は「活動的で明るい」という ことになる。

その他のポジショ ンは、前後左右のフットワークやコンタクトプ

レーをして、相手のカットインやロングシュートの阻止をする。こ

の区分には、具体的にトップ、センターバック、センター、45 度、

が含まれるが、相手の攻撃を阻止する という ことにおいては、サイ

ドよ り積極的な役割がある と されるポジショ ンである。これらの役

割から期待される行動様式は「沈着に判断し行動する」という こ と
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になる。

第4節 スポーツ経験によるパーソナリティの変容

体育やスポーツが、教育の一環と して捉えられてきたことを示す

ように、スポーツ競技者のパーソナリティや人間形成に関する研究

は、数多く報告されている 2）21）33）6き）。スポーツが個人の身体的発達

を促すだけでなく、人間のパーソナリティや行動のしかたにも大き

く影響していると考えられる。すなわち、松田ら 29）の言う、スポー

ツによってある理想的人間像に近づけよう とするねらいは、成功す

る可能性を大いに含んでいる、こ とを示している。加藤ら 23〉は、運

動選手の性格特性をみるため a）田中向性検査，b〉内田ク レペリ ン精

神作業検査，C〉精研式・パーソナリティ・インペントリイ（性格類型検

査），d）ローゼンツアイク・絵画欲求不満テストの 4種のテストを用

い、体育学部と商学部の学生の違いを明らかにしよ う と した。その

結果、体育学部生は一般学生に比べ、より外向的性格が多く、循環

気質、社交性、活動性、粘着性、熱中性、几帳面、興奮性の因子に

おいて、よ り強い傾向を示した、ことを報告している。また角川ら

22〉は、MMPI（Mi皿ne80ta Multipba8ic PersonalityI皿VentOry）を

使用し、体育学部生は一般学生に比べ、依存的、活動的、外向的の

因子においてよ り 強い傾向がある、こ と を示唆している。滝沢 68）

は、運動選手の性格に関する研究において、MMPI東大改訂版を用
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い、そこではハンドボール競技者について、男女別、ポジショ ン別、

経験年数別、その他、いろいろな角度からその特性について検証し、

ハンドボール競技者の各個人のパーソナリティがポジショ ンによ り

異なる、ことを示唆している。また、各個人のパーソナリティをグ

ループによ り平均化した場合の変化、およびスポーツによるバーソ

ナリティの形成という点からは、個人を縦断的に追求する必要性が

ある と した。

このよ うに、スポーツ競技者のパーソナリティが、スポーツ経験

を通して変化するかどうかについての間虜は、これまで多く研究さ

れてきている。例えば、林13）、野口 ら 40〉は、スポーツ経験が増す

という ことは、それだけスポーツと長く関わっていることであり、

スポーツ経験年数の多い者ほどスポーツが、パーソナリティに及ぼ

す影響を強く受ける、と述べている。このこ とは、日常とは異なる

特殊なスポーツ環境に身を置く ことによって、パーソナリティに何

らかの影響を受けるこ とを示している。また、花田ら 9）の研究によ

ると運動部経験によるパーソナリティの変化がある とすれば、大学

以前に表れると考えられる、と報告している。松田ら 29）は、特に児

童、生徒のよ うに自己概念が形成途中の者にとって、運動経験や継

続がパーソナリティの形成に影響を与えるこ とは大いに考えられる、

と述べている。
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ゴール型スポーツにおけるポジショ ン毎の行動様式に関する研究

は、いまだ未開拓な部分が多く、特にハンドボール競技を対象と し

た研究においては、他の競技スポーツと比べても極めて少ない。

かも、その多く はゲーム分析 6〉19川4）、指導方法16）32）64）、コーチン

グの国際的比較 6〉、などの外から観察される事象に対する報告がほ

とんどであり、競技者の心理的な側面についての研究は極めて少な

い。またそのよ うな考えが、実際に指導を行っている現場で意識的

に使用されている例は少ないと言える。心理的な要因は無視するこ

とができないという こ とは、いくつもの研究で明らかにされている

にも関わらず、チーム構成や指導を行う ときに、心理的にみてよ り

行動様式に適したポジショ ンへ競技者を配置することは軽視されて

いる。そこで、パフォーマンスの発揮を考えたときに、今まで積み

重ねてきたハンドボール競技の基本的な概念や競技者の体格・体

力・運動能力・技術に加え、心理的な側面に応じたポジション配置

がパフォーマンス向上に有効であり、ひいてはチームカ向上に反映

されていく と考えられる。
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第3章 目的

ハンドボール競技者を体格・体力・運動能力・技術および心理的

側面から、最適なポジショ ンに配置するために、各ポジショ ンの役

割を一定期間継続することが、行動様式に与える影響について検証

し、今後の研究およびコーチングにおける基礎的資料とするこ とを

目的とする。
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第4章 研究方法

第1節 調査1

（1）被調査者

事前に各地方大会を視察し、ハンドボール競技を指導する上で、

専門的な知識を持った指導者がいるチームを選定し、以下の生徒・

学生を被調査者と した。

男子生徒・学生の 506名が調査対象と された。

神奈川県・東京都・千葉県の中学1，2年生（15校から計192名）

北海道・神奈川県・茨城県・高知県の高校1，2年生（14校から計198

名〉

・関東学生ハンドボール1部リーグに所属する大学1－3年生（5校

から計116名）

女子生徒 63名が調査対象と された。

・神奈川県・東京都・千葉県の中学1，2年生（6校から計47名）

・北海道・神奈川県の高校1，2年生（2校から計16名）

女子生徒については、中学生と高校生合わせて 63 名と小人数の

データしか得られなかったため、データ精度を考慮し中学生と高校

生を合わせて分析した。

男女合計 569名が調査対象と された。
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（2）調査方法

調査1は平成13年 7月下旬から 8月上旬にかけて行われた。調

査において、上記 569名の被調査者に対し、広い範囲でのバーソナ

リテイ、対人的行動をカバーしていると考えられる SPI（Sy皿tbetic

Per80nalityInve瓜tOry）性格適性検査に用いられている 210 項目

（資料．1）を使用し、各項目に対してどの程度自分に当てはまるか

について7件法で回答を求めた。調査は、研究者本人がそれぞれの

学校へ行き、調査用紙を配布し集団で回答してもらった。

（3）結果の分析

SPI性格適性検査の各項目の回答を以下のように換算した。

非常にあてはまる・・・・・・・1

かな り あてはまる・・・・・・・2

ややあてはまる・・・・・・・・3

どちら と もあてはま らない・・・4

ややあてはま らない・・・・・・5

かな り あてはま らない・・・・・6

非常にあてはまらない・・・・・7

調査1で得られたデータは、パーソナルコンピューターソフト

SPSS for Windowsを用い、拇子分析（主因子法、バリマックス回
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転）を行った。因子抽出基準は固有値1以上と した。単純因子構造

を得るため、個々の項目がいずれかの因子に対して 0．5以上の負荷

を持つ様、条件に満たない項目を随時削除した。全ての項目がこの

条件を満たした段階で項目の選定作業を終了し、被調査者毎に因子

得点を算出した。

ポジション毎に適した行動様式があるかどうか検証するため、所

属毎（中学生、高校生、大学生、女子生徒）、ポジション毎（オフェ

ンスの場合、センター・サイド・フローター・ポストの4ポジショ ン、

ディフェンスの場合、キーバー・サイド・その他の 3ポジション）、ポ

ジション歴毎（1年未満、1年以上の経験年数）の各因子得点の平均値

をオフェンス、ディフェンス毎に求めた。

さらに、統計的有意性を検証するため、所属（4水準〉×ポジショ ン

毎（オフェンスの場合 4水準、ディフェンスの場合 3水準〉×ポジシ

ョン歴（2水準）の 3要因分散分析を用い、有意差が認められた因子

についてそれぞれ下位検定をした。

第2節 調査2

（1）被調査者

調査1と同一の生徒・学生を被調査者と した。調査1よ り1年が

経過し学年が上がったため、中・高校生は 2，3年生、大学生は2－4
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年生であった。調査1の対象者のうち、退部、未返送等の理由によ

り、中学生 94名（調査1の 49％）、高校生104名（同 53％〉、大学生

75名（同 65％〉のデータが回収された。女子生徒についても同様な理

由で、データが少数になったため分析の対象から除外した。その結

果、以下男子生徒・学生の 273名が調査2の対象とされた。

禅奈川県・東京都・千葉県の中学（13校から計 94名〉

北海道・神奈川県・茨城県・高知県の高校（13校から計104名〉

関東学生ハンドボール1部リーグに所属する大学（5 大学から計

75名〉

（2）調査方法

調査2は、平成14年の 7月下旬から 8月上旬にかけて行われた。

調査において、上記273名の被調査者に対し、調査1で選定された

43項目（資料．2〉を用い、各項目に対してどの程度自分に当てはまる

かについて 7件法で回答を求めた。尚、回収方法は調査1と同様に

行われた。

（3）結果の分析

調査1から調査 2 の1年間の変化をよ り正確に比較するために、

調査1で算出された因子得点ウェイトを用い、被調査者毎に因子得
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点を算出した。調査1と調査 2 の因子得点を比較することによ り、

ポジショ ン毎に行動様式の変化について検証を行った。

所属毎（中学生・高校生・大学生）、ポジショ ン毎（調査1と同上）

の平均値を求め、調査1から調査2までの行動様式の変化をオフェ

ンス、ディフェンス毎に比較した。更に調査1，2 を通して、同じ

ポジショ ンを継続している生徒・学生を、所属（3水準〉×ポジション

毎（調査1と同上〉×調査時点（2水準〉の 2要因分散分析を行った。ま

た、所属別に中学生のみ、高校生のみ、大学生のみと、2 要因分散

分析をそれぞれ同様に行った。

競技者が、最適なポジショ ンに配置されているかを検証するため、

調査1でポジショ ン間の差が認められた因子について、所属毎・ポ

ジショ ン毎との基準値（基準値は、過去 3年間において全国大会で

ベスト 8以上であるチームの各ポジショ ンの因子得点と した）オフ

ェンス、ディフェンス（表．6〉か．ら被調査者の因子得点とのユークリ

ッド距離を算出し、最短のものを行動様式からみて、最適なポジシ

ヨ ンと定義した。その上で調査1の段階で、最適と判定されたポジ

ショ ンと実際のポジショ ンとの比較を行い、所属別に何名が最適な

ポジショ ンに配置されたかをカウント した。同様に、同じポジショ

ンを継続している者が最適なポジショ ンを続けているか、否かにつ

いて分類した。また、ポジショ ン移動した者が最適なポジショ ンに
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配置されたか、否かを分類した。

更に、クラブ活動を継続した生徒と退部した生徒（中学生19名、

高校生17名の合計男子 36名とされた〉の行動様式の比較をするた

め分析を行った。分析において、因子毎に有意差を検定するのでは

なく、合成変量と して捉えるために判別分析を用いた。退部者とポ

ジショ ンが同一の継続している生徒から無作為に選出し、調査1の

因子得点を基に、所属毎に各ポジショ ンの基準値オフェンス、ディ

フェンス（表．6）からの差を求め、その生徒がクラブ活動を継続する

か杏かについて判別分析を行った。
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第5章 結果および考察

第1節 因子分析による質閏旦月の選定

（1）因子分析

調査1の回答から、因子分析を用いて算出された鞠子負荷量をも

とに調査2で用いる質問項目を選定した。その際、できるだけ単純

な因子構造を得るため、いずれかの因子に 0．5以上の負荷を持つ項

目を残し、残りは削除するという手続きを行った。その結果、210

の質問項目数から 43 項目が選定された。各因子に高い負荷を持つ

項目数は、第1因子・第2因子・第3因子・第4因子・第5因子で

は5、第 6因子・第7因子・第 8因子では4、第 9因子・第10因子

では3であり、第10因子までの分散寄与率は48．25％であった（表．1）。

本研究の分散寄与率は、石井ら 20）、久代ら16）の数値、また被調査

者の人数を考慮すると妥当な数値と考えられる。

（2）因子の解釈と命名

各因子を構成している質問項目から因子の解釈、命名を行った。

第1因子は、「誰とでも気軽に話すことができる」、「他人と簡単

に知り合いになれるほうだ」など、対人的な接触に関してどのく らい

抵抗が少ないか、に関する項目が高い負荷を持つことから「社交性の

21



因子」と解釈された。

第 2 因子は、「スポーツをすることが好きだ」、「学校では体育が

好きだった」など、運動やスポーツがどれだけ好きか、に関する項目

が高い負荷を持つことから「運動嗜好の因子」と解釈された。

第 3 因子は、「見通しを立ててから行動することが多い」、「もの

ごとを慎重に考えるほうだ」など、物事に対してどれだけ見通しを持

って行動しよう と しているか、に関する項目が高い負荷を持つこと

から「計画性の因子」と解釈された。

第 4 因子は、「ちょっ と したことで興奮しやすいほうだ」、「私は

人よ り調子にのりやすいほうだ」など、感情がどれだけ高揚しやすい

か、に関する項目が高い負荷を持つことから「高揚性の因子」と解釈

された。

第 5 因子は、「ものごと を悪く考えることが多い」、「失敗すると

いっまでも気になる」など、物事に対してどれだけマイナスに考え

るか、に関する項目が高い負荷を持つこ とから「マイナス思考の因

子」と解釈された。

第 6 因子は、「今までに他人の悪口を言ったことがない」、「間違

ったこ とをしたこ とは一度もない」など、うわべや表向きのことを

聞く項目が高い負荷を持つことから「たてまえの因子」と解釈された。

また、これらの項目は、一般的にはライ・スケールと考えられ、ここ
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での回答に信頼性がないと考えられる対象者は除外した。

第 7 因子は、「おとなしい人だと言われることが多い」、「もの静

かなほうだ」など、対人場面においてどれだけ自分にエネルギーがむ

けられるか、に関する項目が高い負荷を持つことから「内向性の因

子」と解釈された。

第 8 因子は、「反対されても自分の意見を変えないことが多い」、

「多少の反対があっても自分の考えで行動するほうだ」など、自分の

考えにどれだけ固執するか、について聞いている項目が高い負荷を

持つことから「頑固さの因子」と解釈された。

第 9 因子は、「大きなことがやってみたい」、「目標は高いほうが

よいと思う」など、目的意識をもって物事を成し遂げよ う とする気持

ちがどの程度強いか、に関する項目が高い負荷を持つことから「達成

意欲の因子」と解釈された。

第10因子は、「仕事はすばやくかたづけるほうだ」、「てきばきし

ているほうだと思う」など、物事をどの程度効率的にできるか、に関

する項目が高い負荷を持つことから「手際よさの因子」と解釈された。
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第2節 所属・ポジション＿＿⊥ポジション歴による行動様式の特性

（1）オフェンスについて

調査1の回答から、所属（中学生、高校生、女子生徒の 3水準〉、

ポジション（センター、フローター、ポスト、サイドの 4水準）、ポ

ジション歴（1年以上、1年末滴の2水準）毎の各平均因子得点を求

め、それらを要因とする 3 要因分散分析を行った（表．2〉。ここで、

大学生はいくつかのポジションで、ポジション歴1年未満の対象者

が皆無または少数であった．ため、大学生を分析から除外した。分散

分析をした結果、主効果に有意差が認められたものについて、それ

ぞれ下位検定をした。有意差または傾向が認められたものは以下の

通り である。

「運動嗜好」に関しては、分散分析の結果、ポジショ ン毎に有意

差が認められ、所属にかかわらずポジショ ン毎に行動様式は異なり

その差は1％水準で有意であった（F＝4．180；P＜0．01）。それぞれに

下位検定した結果、所属に関わらずセンターはポストよ り「運動嗜

好」が高く、その差は 5％水準で有意であった（t＝2．25；P＜0．05）

（図．2－1〉。ポジションの役割と して、ポストよりセンターは、ボー

ルキープ時間、ノーボールで動く範囲、フェイントなど、いずれか

らもポストよ り活動的なポジショ ンであるため「運動嗜好」が高く な

ったと考えられる。
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また、センターがサイドよ り「運動嗜好」が高く、その差は 0．1％

水準で有意であった（t＝3．30；P＜0．001＝図．2－2〉。センターの活動的

な役割は上記で述べたが、サイドのポジショ ンの役割は、遅攻にお

いてセンターよ り攻撃参加することは少なく、どちらかという とチ

ャンスを待ち相手ディフェンスをひきつけておく、地味なポジショ

ンである。この役割がサイドよ りセンターの方が、「運動嗜好」が高

い結果を得た要因だと考えられる。

更に、フローターはサイドよ り「運動嗜好」が高く、その差は1％

水準で有意であった〈t＝2．81；P＜0．01）（図．2－3〉。サイドの役割は上記

で述べたが、フローターの周りから期待される役割は、ハンドボー

ル競技の中でもアグレッシプなプレーの一つであるロングシュート

を要求される。その際に相手ディフェンスとの接触、相手を交わす

ためのフェイントなど、サイドよ り活動的なポジショ ンのため、「運

動嗜好」の高い生徒・学生がフローターに配置されている と考えられ

る。

「達成意欲」に関しては、分散分析の結果、所属とポジション歴

の行動様式との間に交互作用が認められ、高校生は「達成意欲」が高

く、女子生徒は1年以上経験がある生徒が、「達成意欲」の低い傾向

がみられる。また逆に、中学生は1年以上経験のある生徒が、高い

値を示している。その差は 5％水準で有意であった（F＝3．201；
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p＜0．05〉く図．2－4〉。高校生は、何かを成し遂げようとする意欲が高い

ことが考えられる。また、中学生は経験を積むにつれ自分の場所の

価値を見つけ出し、そこでの目標を達成しよ う とする意欲が芽生え

ていく ことが考えられる。女子生徒は、経験を積むにつれ他の人に

任せる、または現実的な考え方になると考えられる。

「手際よさ」に関しては、分散分析の結果、ポジショ ン毎に関わ

らず、所属毎の行動様式は異なり、その差は 5％水準で有意であっ

た（F＝4．499；P＜0．05〉。それぞれに下位検定した結果、中学生より

高校生は手際が良いこ とが示唆され、その差は1％水準で有意であ

つた（t＝293；P＜0．01〉。この有意差がポジション毎にどのような傾向

があるか図示したものが図．2－5である。高校生のハンドボール競技

者は、中学時代からクラブ活動を続けている生徒が多く、競技歴が

長いため、要領を覚え「手際よさ」に反映されていると考えられる。

また、相対的にポストのポジショ ンの値に差がみられる。中学生の

ポストに配置されている生徒は、「手際よさ」よ り体格や体力のある

生徒を配置し、高校生は身体接触が多い中でも正確なプレーのでき

る生徒をポストに配置していることが考えられる。

また、所属とポジショ ン歴の行動様式との間に交互作用の傾向が

認められた。その結果、高校生は1年以上の経験者が手際の悪くな

る傾向があり、逆に女子生徒は1年以上の経験者が手際のよくなる
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傾向がある。その差は有意に達しなかったが、かなり強い傾向が認

められた（F＝2．577；0．10＜p＜0．05〉（図．2－6〉。これらゲーム中の男女

の特徴から考える と、男子は身体接触に対して強いことで、有利に

ゲームを進めていく ことができる傾向がある。女子はパスや戦術な

どの個人の技術レベルが高いことで、有利にゲームを進めていける

傾向がある。このよ うな競技中の男女の特徴が、結果と して表れた

と考えられる。

「計画性」に関しては、分散分析の結果、ポジション毎に関わら

ず所属毎に行動様式が異なり、その差は 5％水準で有意であった

（F＝4．302；P＜0．05〉。それぞれに下位検定した結果、中学生は高校

生よ り「計画性」が低く、その差は 0．1％水準で有意であった

（t＝3．49；P＜0．001）。図．2－7は、その有意差がポジション毎にどのよ

うな傾向があるか図示したものである。役割文化が形成途中の中学

生は、ポジショ ン毎の役割を計画的に遂行することが高校生よ り も

劣るためだと考えられる。

また、下位検定の結果、中学生より女子生徒の方が「計画性」は高

く、その差は5％水準で有意であった（t＝2．26；P＜0．05）。図．2－8は、

ポジション毎の傾向をみるため図示したものである。女子生徒はゲ

ームの中で、中学生よ り もコンビネーショ ンプレー（フオーメーショ

ン、サインプレー）を多用するため、ポジショ ン毎に決まった役割
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を遂行する過程で、「計画性」の行動様式が形成されたと考えられる。

「たてまえ」に関しては、分散分析の結果、ポジション毎に関わ

らず所属毎の行動様式が異なり、その差は 5％水準で有意であった

（F＝2．826；0．10＜p＜0．05）。それぞれ下位検定をしたが有意差は認め

られなかった。しかし、所属とポジショ ン歴の行動様式との間に交

互作用の有意差が認められ、中学生と女子生徒は、1年未満よ り

年以上の経験者が「たてまえ」が高く、逆に高校生は1年未満の生徒

の方が低い。そ の差は1％水準で有意であ っ た（F＝5．228；

p＜0．01）（図．2－9〉。高校生の時期は、クラブ活動を続けていると言い

訳や嘘を吐かなく なり素直になる傾向がある。逆に中学生と女子生

徒は、クラブを続けていると「うわべ」の嘘を吐く ことが多いとい

うこ とが考えられる。人間形成という観点から考え、高校の時期に

クラブ活動やスポーツを通じて、対人的行動に良い影響を与えてい

るこ とが考えられる。しかし、ゲームの中に置き換えて言えば、中

学生については、相手を騙すことや裏を付くプレーが急速に発達し

ていることが考えられる。高校生については、「プレーが素直」にな

る傾向があると考えられる。

「社交性」に関しては、分散分析の結果、ポジション毎に関わら

ず所属毎の行動様式が異なり、その差は有意に達しなかったが強い

傾向が認められた（F＝2．533；0．10＜p＜0．05）。下位検定の結果、高
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校生は中学生より「社交性」が低く、その差は1％水準で有意であっ

た（t＝2．71；P＜0．01）。そこで、ポジション毎にどのような傾向があ

るか図示したものが図．2－10である。スポーツを続けている と「社交

性」が低く なるという ことは、野口 ら 40〉も指摘しているが、本研究

では、「社交性」の質問項目からみて初対面の人に対する行動様式の

よ う に考えられる。つま り、チーム内での生徒同士または監督やコ

ーチとの「社交性」の低さより も、チーム以外の人との接触に対して

「社交性」が低いと考えられる。以上を考慮し、高校生は中学生よ り、

チーム内での仲間意識が強ま り他人への関心が低く なったと考えら

れる。

「内向性」に関しては、分散分析の結果、ポジショ ン毎に関わら

ず所属毎の行動様式が異なり、その差は 0．1％水準で有意であった

（F＝10．473；P＜0．001）。それぞれに下位検定した結果、中学生は、

女子生徒よ り 内向的であり、その差は 0．1％水準で有意であった

（t＝358；P＜0．001）。図．2－11は、その有意差がポジショ ン毎に傾向

があるか図示したものである。中学生は、「内向性」と「社交性」の両

方が高い値を示しており、発育途中の特有な傾向が示されているの

ではないか。これらがスポーツを通じて、またポジションの役割に

よって行動様式の形成にどのよ うな影響を与えていくか調査1，2

の結果から考察していく ことにする。女子生徒は、所属毎やポジシ
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ヨン毎からみて内向的ではなく、男子生徒よ
り 自分の考えを行動に

移し、自己主張をすることが考えられる。このようなことは指導現

場において近年の傾向であるという報告もある。

「高揚性」に関しては、分散分析の結果、所属とポジショ ン歴の

行動様式との間に交互作用の傾向が認められた。その結果、女子生

徒は全体的に低い「高揚性」を示しており、また1年未満よ り1年以

上の経験者が低い「高揚性」を示し、逆に中学生は1年以上の経験者

が、高い「高揚性」を示す傾向がみられた。その差は有意に達しなか

た が、 か な り 強 い 傾 向 が 認 ら れ た（F＝2．749

0．10＜p＜0．05〉（図．2－12〉。このことから、中学生は慣れないポジショ

ンよ り慣れたポジショ ンでプレーをすることによ り、喜びや感情を

おもてに出すことがあり、逆に女子生徒は、慣れたポジショ ンでプ

レーをしても感情をおもてに出さず、冷静に対処していることが考

えられる。

（2）ディフェンスについて

所属（オフェンス同様の 3水準）、ポジション（ゴールキーパー、そ

の他、サイドの 3 水準〉、ポジション歴（オフェンス同様の 2 水準〉

毎の各平均因子得点を求め、それらを要因とする 3要因分散分析を

行った（表．3）。大学生については、先の例と同様な理由で分析から
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除外した。有意差または傾向が認められたものは以下の通りである。

「運動嗜好」に関しては、分散分析の結果、所属毎に関わらずポ

ジショ ン毎の行動様式は異なり、その差は 5％水準で有意であった

（F＝4．628；P＜0．05）。それぞれ下位検定した結果、その他のポジシ

ョ ンはサイドより「運動嗜好」が高く、その差は1％水準で有意であ

った（t＝2．95；P＜0．01）（図．3－1）。この結果は、ポジショ ンの役割に

関係があると考えられる。その他は、コンタクトプレー、前後のフ

ツトワーク、相手との位置の取り合い、など運動量が必要とされて

いる。サイドは、その他のポジショ ンより運動量はかなり少なく、

役割と しては、速攻に出る準備をしながら状況を判断し、声による

適切な指示をその他のディフェンスにするこ とが重要だと されてい

る。ポジショ ンの役割と「運動嗜好」に合った生徒・学生が、各ポジ

ショ ンに配置されていることが考えられる。

「達成意欲」に関しては、分散分析の結果、ポジション毎に関わ

らず所属毎の行動様式は異なり、その差は 5％水準で有意であった

（F＝4．252；P＜0．05）。それぞれ下位検定した結果、高校生は女子生

徒よ り「達成意欲」が高く、その差は 5％水準で有意であった

（t＝2．41；P＜0．05）。この有意差をポジショ ン毎に図示したものが

図．3－2 である。高校生は各ポジショ ンにおいて、女子生徒よ り「達

成意欲」が高く 目的意識や目標を持っていることが考えられる。その
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中で、ゴールキーパーは、他のポジションと比較して差がみられる。

女子生徒は、高校生よりゴールキーパーという役割に、価値を発見

できず心理的に満足することができずにいると考えられる．

また、所属とポジショ ン歴の行動様式との間に交互作用の有意差

が認められ、1年未満の経験者で、高校生は比較的達成欲が高く、

中学生と女子生徒は低い。1年以上の経験者は、高校生と中学生が

比較的高く、女子生徒が低い。その差は 5％水準で有意であった

（F＝3．131；P＜0．05〉（図．3－3〉。これらから、男子生徒は経験を重ねる

と共に知識を得て価値を確立することができ、女子生徒は競技自体、

またはポジショ ンに役割葛藤を生じ、「達成意欲」が下がったと考え

られる。

「手際よさ」に関しては、分散分析の結果、ポジショ ン毎に関わ

らず所属毎の行動様式は異なり、その差は1％水準で有意であった

（F＝5．251；P＜0．01〉。それぞれ下位検定をした結果、高校生は中学

生よ り手際が良く、その差は1％水準で有意であった（t＝3．12；

p＜0．01）。図．3－4 は、ポジション毎の傾向を図示したものである。

高校生は中学生よ り、いずれのポジショ ンにおいても手際のいいこ

とが認められた。このことから、高校生は競技経験が長くハンドボ

ール競技において重要と される感覚（動作のタイ ミング、運動の強

弱〉や予測（相手の動き、考えなど）したことを速やかに実行できると
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考えられる。

また、所属に関わらずポジショ ン毎の行動様式は異なり、その差

は1％水準で有意であった（F＝6．372；P＜0．01〉。それぞれ下位検定し

た結果、ゴールキーパーはサイドよ り手際が悪く、その差は1％水

準で有意であった（t＝3．00；P＜0．01）。更に、ゴールキーパーはその

他のポジショ ンよ り手際が悪く、その差は 0．1％水準で有意であっ

た（t ＝3．49；P＜0．001〉（図．3－5）。以上の結果から、特にゴールキ

ーバーの手際の悪さが示唆された。その他とサイドのポジショ ンは、

自分のマーク、周りの状況判断、見方のフォローなどを円滑に進め

ていく役割がある。ゴールキーパーの最大の役割は、シュートを止

めることである。これは受身的な行動であり、一瞬の駆け引きのた

め「手際よさ」の行動様式の形成は、ディフェンダーより低いと考え

られる。また、特に中学生の場合、ゴールキーパーのポジショ ンに

は、体格が大柄、または俊敏な動きの不得意な生徒・学生が配置さ

れる傾向があるため、このよ うな結果が得られたと考えられる。

更に、ポジショ ンとポジショ ン歴の行動様式との間に交互作用の

傾向が認められ、ゴールキーパーは1年以上の経験者の手際が悪く、

その他やサイドは1年以上の経験者の手際が良い。その差は有意に

達 しなかっ たが、かな り 強い傾向が認め ら れた（F＝2．525；

0．1＜p＜0．05〉（図．3－6）。これは、上で述べたよ うに役割の違いから、
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ポジショ ンに適した行動様式が形成されたと考えられる。

「計画性」に関しては、分散分析の結果、ポジション毎に関わら

ず所属毎の行動様式は異な り、その差は 0．1％で有意であった

（F＝6．671；P＜0．001）。それぞれ下位検定した結果、高校生は中学生

よ り「計画性」が高く、その差は1％水準で有意であった くt＝3．59；

p＜0．01〉（図．3－7〉。また、女子生徒は中学生より「計画性」が高く、そ

の差は5％水準で有意であった（t＝3．00；P＜0．05〉（図．3－8〉。ハンドボ

ール競技は、コンタクトプレーで相手の攻撃と阻止することが多く、

その時に個人で守るのではなく相手1人を2人以上で守るなど、組

織的に守ることが重要と されている。これらの考え方は、中学生よ

り も高校生になってから指導されることが多く、このような指導現

場の現状が中学生よ り高校生の方が「計画性」の高い傾向になったと

考えられる。また女子生徒は、体力的に男子生徒よ り も劣るため組

織的にディフェンスしよ う とするため、中学生よ り「計画性」が高い

と考えられる。ポジショ ン毎にみて、上で述べた組織的に守る事に

関して、中学生のその他のディフェンスは理解し始めており、高校

生は全体的に共通理解できていることが考えられる。

「たてまえ」に関しては、分散分析の結果、ポジショ ン毎に関わ

らず所属毎の行動様式は異なり、その差は 5％水準で有意であった

（F＝3．378；P＜0．05）。それぞれ下位検定した結果、有意差は認めら
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れず回示した結果からも所属毎の覇者な差はみられなかった。しか

し、所属とポジショ ン歴の行動様式との間に交互作用の有意差が認

められ、ポジショ ン歴が1年未満の生徒で、中学生が特に「たてま

え」が低い値を示し、高校生は特に高い値を示している。しかし、

1年以上の経験している生徒は、高校生よ り 中学生の方が高い値を

示した。その差は1％水準で有意であった（F＝5．661；P＜0．01〉（図．3－9〉。

中学生は、相手を騙すことや裏を付く プレーが急速に発達している

ことが考えられる。例えば、合否に関わらず中学生はパスカット、

コンタクトプレーなど、積極的にディ フェンスを仕掛けていくが、

高校生は慎重でミスの少ないディフェンスをすることが考えられる。

「高揚性」に関しては、分散分析の結果、ポジショ ンとポジショ

ン歴の行動様式との間に交互作用の傾向が認められた。競技を続け

るこ とによ り、ゴールキーパーは「高揚性」が上がり、逆にサイドと

その他は下がる。その差は 5％水準で有意であった（F＝3．688；

P＜0．05〉（図．3－10）。ハンドボール競技の場合、犬塚ら19〉は速攻の成

功率が勝敗を左右する、と報告している。つま り守らなくては速攻

につながらないため、ディフェンスでペースを掴も う とすることが

主流である。この時にゴールキーパーは、チームのムードを声によ

る指示やキーピング（相手のシュートを止める）などによって高め

ることが求められる。経験を積むにつれポジショ ンの重要性を認識
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し、「高揚性」が高くなる傾向があると考えられる。サイドは「／ト柄

で元気な選手」というのが、一般的なポジション配置の傾向である

ために、その他とサイドのポジショ ンを比較すると、サイドの方が

「高揚性」の高い傾向があると考えられる。

「内向性」に関しては、分散分析の結果、ポジショ ン毎に関わら

ず所属毎の行動様式は異なり、その差は 0．1％水準で有意であった

（F＝10．935；P＜0．001）。それぞれ下位検定した結果、女子生徒は中

学生より内向ではなく、その差は1％水準で有意であった（t＝340；

p＜0．01）。高校生は中学生より内向的であり、その差は5％水準で有

意であった（t＝249；P＜0．05〉。高校生と女子生徒は高校生より内向

的ではな く、その差は 0．1％水準で有意であっ た（t＝5．36；

P＜0．001〉（図．3－11）。以上から、女子生徒は意見や疑問がある場合、

男子生徒より 自己主張することがあると考えられる。また高校生は、

特に内向的であり 自己主張することが少なく、自分の中に閉じ込め

てしま う ことがあると考えられる。

また、所属とポジショ ンの行動様式との間に交互作用の傾向が認

められた。各所属においてゴールキーパーとサイドは内向的であり、

その差は 5％水準で有意であった（F＝2．210；P＜0．05〉（図．3－12）。ポ

ジションの役割から、ゴールキーパーは、自分で物事を解決してい

く こ とが多いためと考えられる。サイドは、他のポジショ ンとの連
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携はそれほど求められないためと考えられる。その他のポジション

は、仲間との連携が特に重要であり、周り と声の応答や動作を合わ

せることなど、コミュニケーショ ンを取る必要のあるポジショ ンの

ために、「内向性」ではない生徒が配置された、または形成されたと

考えられる。

「社交性」に関しては、分散分析の結果、所属とポジショ ン歴の

行動様式との間に交互作用の傾向が認められた。女子生徒は1年末

満の経験者よ り1年以上の経験者の方が社交的である。逆に高校生

は1年未満の経験者の方が社交的であった。その差は有意に達しな

かったが、強い傾向が認められた（F＝2．782；0．10＜p＜0．05〉（図．3－13）。

このことから、クラブ活動を続けていると、男女差が「社交性」に関

して異なり、質問項目の内容から初対面の人に対して男子生徒よ り

女子生徒の方が社交的であることが考えられる。

第3節 ポジションを継続することに伴う役割の影響

（1）オフェンスについて

調査1，2 の回答から、因子得点を算出し所属毎、ポジション毎

に平均値を求めた。相対的にいくつかの傾向はみられたが、統計的

有意性を検証するため、調査1，2 で同じポジショ ンを継続してい
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る生徒・学生を対象とし、因子毎に所属（中学、高校、大学の3水準〉

×ポジション（センター、フローター、ポスト、サイドの 4 水準）×

調査時点（2水準）の2要因分散分析を行った（表．4〉。また、ハンドボ

ール競技に関して、中学生は役割文化が形成途中であり、高校生は

ポジショ ン毎の役割が明確になる時期であり、大学生は個人の能力

（体格、体力など〉に頼った役割となる。つまり発達に応じた役割行

動が求められ、各年代でポジショ ンに求められる役割が異なると考

えられる。このため全体分析以外に、所属毎の分析も行った。有意

差または傾向が認められたものは以下の通り である。

「運動嗜好」に関しては、大学生のポジションと調査時点の行動

様式との間に交互作用の有意差が認められた。ポジショ ン毎に「運動

嗜好」の変化がみられ、その差は 5％水準で有意であった（F＝3．22；

P＜0．05〉（図．4－1〉。センターは、司令塔として周りの学生を効果的に

動かそう とするため、自分自身の「運動嗜好」が弱く なっている。フ

ローターは、得点するためにロングシュート、フェイ ント、相手を

引きつけるなど、積極的にプレーする役割から「運動嗜好」が強く な

つている。ポストは、センターやフローターのアシスト と して相手

にあわして動く役割から、多少「運動嗜好」が下がっている。サイド

は、速攻をしかける俊敏さ、チャンスを物にしよう と果敢に攻めて

いく ため「運動嗜好」が上がっている。以上のよ うに、ポジショ ン毎
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に「運動嗜好」が異なる結果は、ポジションの役割による影響と考え

られる。

「計画性」に関しては、ポジショ ン毎に関わらず調査時点の「計画

性」はいずれの所属においても上がり、その差は 0．1％水準で有意で

あった（F＝16．950；P＜0．001〉（図．4－2〉。また所属別においても、調

査時点の行動様式に有意差が認められ、いずれも「計画性」が上がる

ことが示唆された。その差は、中学生が 5％水準（F＝6．590；P＜0．05〉、

高校生が傾向（F＝3．970；0．10＜p＜0．05〉、大学生が5％水準（F＝6．040；

p＜0．05）で有意であった（図．4－3〉。ハンドボール競技を通じて、各々

のポジショ ンの役割を果たしていく過程で、「計画性」のある行動様

式が形成されたと考えられる。特に高校生はコンビネーションプレ

ーを多用するが、その際に司令塔と しての役割を担うセンターは、

ゲームの状況を判断し有効な攻撃パターンを行使しなく てはならな

い。そのよ うなゲームメイクの中で、「計画性」の高まる行動様式が

形成されると考えられる。

「頑固さ」に関しては、ポジショ ンと調査時点の行動様式との間

に交互作用の傾向が認められ、センターとポストの「頑固さ」は調査

1で他のポジショ ンよ り高く、また調査 2 においても他のポジショ

ンと比べ高まる。その差は有意に達しなかったが強い傾向が認めら

れた（F＝2．315；0．10＜p＜0．05〉（図．4－4〉。センターは攻撃時に味方全
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員の統率をと り、リーダーシップを発揮しなくてはならない役割が

ある。そのために自己表現の強い行動様式が形成されたと考えられ

る。ポストは、相手と接触することが特に多いポジショ ンであり、

その中で簡単に相手に優位な位置取り をされてはならない役割から、

「頑固さ」が形成されたと考えられる。

また、高校生にポジショ ン毎の行動様式に傾向が蘭められ、セン

ターとポストは他のポジショ ンと比べ頑固になり、その差は有意に

達 し な か っ た が、か な り 強 い傾 向 が 認 め ら れ た（F＝2．52；

0．10＜p＜0．05〉（図．4－5〉。滝沢ら 69）、西尾ら 38〉は、高校生は我が強い

と報告している。本研究では高校生のポジショ ン毎に異なった「頑固

さ」の形成が認められた。

「達成意欲」に関して、調査時点の行動様式はポジショ ンに関わ

らず「達成意欲」が高ま り、その差は 5％水準で有意であっ た

（F＝6．350；P＜0．05〉。そこで、ポジショ ン毎にどのような傾向があ

るか図示したものが図．4－6である。同じポジショ ンを継続すること

によ り、「達成意欲」が高まることが認められた。各々のポジショ ン

の役割を理解し、その役割を遂行しよ う とすることが考えられる。

特に発達段階の途中にある生徒にとっては、スポーツを通じて何か

を成し遂げよう とする意欲が高まっており、競技を続ける重要性が

考えられる。
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また、所属別に分散分析した結果、大学生の調査時点の行動様式

に有意差が認められた。大学生は競技を続けることで「達成意欲」が

高まり、その差は5％水準で有意であった（F＝6．40；P＜0．05〉。その

有意差がポジショ ン毎にどのよ う な傾向があるか図示したものが

図．4－7である。大学生は、競技経験が長く 自分やチーム、または他

チームと比較し長所や短所を見つけ出し、目標や目的意識を明確に

してクラブ活動に望んでいることで、いずれのポジショ ンも「達成意

欲」の高まる結果になったと考えられる。

「手際よさ」に関しては、所属別の分散分析を行った結果、大学

生に調査時点の行動様式に傾向が常められ、「手際よさ」が上がるこ

とが認められた。その差は有意に達しなかったが強い傾向が認めら

れた（F＝3．32；0．10＜p＜0．05〉。そこで、ポジショ ン毎にどのような

傾向があるか図示したものが図．4－8である。ほとんどのポジション

が「手際よさ」の良くる傾向が認められた。これは、経験が増し練習

やゲームの中において情報を処理し、最適と考えられる行動の選択

ができるようになったためと考えられる。しかし、ポストだけが手

際の悪くなる傾向がみられる。近年、ポストに配置される学生は、

相手とのコンタクトプレーに負けないために大型化が進み、「手際よ

さ」より体力や体格に重点を置く傾向が多い。ポストの役割が、中学

生や高校生と異なり体力的な役割が要求されるため、このような結
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果が得られたと考えられる。

「内向性」に関しては、調査時点の行動様式に傾向が認められた。

同じポジションを継続している生徒・学生は内向的ではなくなり、

その差は有意に達しなかったが強い傾向が認められた（F＝3．380；

0．10＜p＜0．05）。図．4－9は、ポジション毎にどのような傾向があるか

図示したものである。林13〉は「スポーツを長く経験することによっ

て、あまり内向的、思索的でなく なる傾向がある」と言っており、

本研究においても同様な結果が得られた。

また、よ りクラブ活動を長く行なっている と考えられる大学生は、

競技を継続することで内向的ではなくなり、その差は有意に達しな

かったものの強い傾向が認め られたくF＝3．95；0．10＜p＜0．05〉

（図．4－10）。これらクラブ活動を通して、ポジショ ンの役割を遂行す

る中での対話、また仲間との触れ合いによ り外向的な行動様式が形

成された結果と考えられる。

「高揚性」に関しては、分散分析の結果、大学生は競技を続ける

こ とで「高揚性」が弱 く な り、その差は 5％水準で有意であった

（F＝5．12；P＜0．05）。この結果をポジショ ン毎に図示したものが

図．4－11である。ほとんどのポジショ ンにおいて「高揚性」が弱く な

る傾向が認められた。大学生は、同じポジショ ンを継続することに

より、冷静に判断や対応をしていることが考えられる。または、学
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年が上がることで落ち着きがみられることも考えられる。しかし、

ポストだけが「高揚性」が高くなる傾向がみられる。これは遅攻にお

いて、ポジショニングの関係からチーム全体が見渡せ、全員に適切

なアドバイス、または指揮を高めよ う とする役割があるためと考え

られる。

「マイナス思考」に関しては、所属別の分散分析を行った結果、

高校生は調査時点で「マイナス思考」になり、その差は1％水準で有

意であった（F＝7．93；P＜0．01）（図．4－12〉。大学生は調査時点で「マイ

ナス思考」ではなく なり、その差は5％水準で有意であった（F＝599；

P＜0．05〉（図．4－13〉。以上の結果は、指導現場に原因があると考えら

れる。高校生は失敗をすると指導者に叱られる、注意されるといっ

たことが練習やゲームの中で起こっている。このようなことが大学

生は少なく、ゆと りある環境で過ごしているために高校生とは逆の

行動様式が形成されたと考えられる。

（2）ディフェンスについて

調査1，2 の回答から得られた、因子得点を所属毎やポジショ ン

毎に平均値を求めた。相対的にいくつかの傾向はみられたが、統計

的有意性を検証するためオフェンスの場合と同様、因子毎に所属（中

学、高校、大学の 3水準）×ポジション（ゴールキーパー、その他、
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サイドの 3 水準）×調査時点（2 水準〉の 2 要因分散分析を行った

（表．5）。次に、所属別に同様の分析を行った。有意差または傾向が

認められたものは以下の通りである。

「運動嗜好」に関しては、所属別に分散分析した結果、中学生は

ポジショ ン毎に行動様式が異なり、サイドよ りその他のポジショ ン

は「運動嗜好」が高く、ゴールキーパーはサイドやその他と比較し「運

動嗜好」が低い。その差は 5％水準で有意であった（F＝4．697；

p＜0．05〉（図．5－1）。である。サイドよりその他のポジションは、積極

的に相手の攻撃を守ろう とするポジショ ンのため、高い「運動嗜好」

の生徒が配置されていると考えられる。中学生のゴールキーパーは、

運動能力の比較的低い生徒が配置されることが指導現場において少

なからずあるため、「運動嗜好」が低下したと考えられる。それぞれ、

ポジショ ンの役割と「運動嗜好」に合ったポジショ ンへ配置されてい

るこ とが考えられる。

「計画性」に関しては、分散分析の結果、競技を続けることによ

り ポジショ ンに関わらず「計画性」は高く なり、その差は 0．1％水準

で有意であった（F＝18．755；P＜0．001）（図．5－2）。また、所属別に分散

分析を行った結果、中学生は調査時点で「計画性」が高くなり 1％水

準で有意であった（F＝10．414；P＜0．01）。大学生は調査時点で「計画

性」が上がり1％水準で有意であった（F＝8．811；P＜0．01）。これらの
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結果をポジショ ン毎に図示したものが（図．5－3）、（図．5・4〉である。ハ

ンドボール競技において、ディフェンスの重要性は先に述べたが、

組織的なディフェンスをするためには、ポジショ ン毎の役割を遂行

するこ とが重要となる。調査時点の行動様式に有意差が認められた

ことから、各々の役割を遂行する過程で計画的な行動様式が形成さ

れたと考えられる。相対的に、その他のポジショ ンの値が高いこと

は「味方との連携、相手の動きの予測、対処など」計画的な行動様

式がこのポジショ ンに必要であるためと考えられる。

「高揚性」に関して、ポジション毎の行動様式に傾向が認められ、

ゴールキーパーとサイドは、その他のポジショ ンよ り「高揚性」が高

く、その差は有意に達 しなかっ たが強い傾向が認め られた

（F＝2678；0．10＜p＜0．05〉（図．5－5）。これは、ディフェンス時における

役割によるものと考えられるよ サイドは、相手の動きを止めること

より、その他のポジショ ンへ声による指示を送る役割がある。ゴー

ルキーパーは、ディフェンス全体へ後ろから状況判断し、指示を送

らなくてならない。その他は、相手を止めよう と集中し、フットワ

ークや予測が重要とされている。このような声や行動の異なった役

割から、ポジション毎に異なった行動様式が形成されたと考えられ

る。

次に、所属別に分散分析した結果、大学生はポジション毎に行動様

45



式が異なり、ゴールキーパーはその他より「高揚性」が高く、その差

は5％水準で有意であった（F＝4．267；P＜0．05）．また、競技を継続す

るこ とで「高揚性」が上が り、その差は 5％水準で有意であった

（F＝5．310；P＜0．05）。更に、ポジションと調査時点の行動様式との

間に交互作用が認められ、サイドは「高揚性」ではなく なり、その差

は 5％水準で有意であった（F＝3．181；P＜0．05〉（図．5－6）。大学生のサ

イドは、上で述べた役割に重点を置かず速攻に出るタイ ミングを常

に狙い、攻撃的なディフェンスをしていると考えられる。ゴールキ

ーバーとその他は、所属が異なっても上で述べた役割を遂行してい

ると考えられる。以上の結果から、ポジショ ンの役割によ り行動様

式の異なった形成がされることが明らかになった。

「マイナス思考」に関しては、所属別に分散分析した結果、高校

生は競技を継続することで「マイナス思考」になり、その差は有意に

達しなかったが強い傾向が認められた（F＝2．964；0．10＜p＜0．05）

（図．5－7）。ハンドボール競技は、他のゴール型スポーツと比べ得点

確率が高い競技である。つま り、ディフェンス1人のミスが失点に

つながる。このよ うな状況下でプレーをしていると成功を収めるこ

とよ り、ミ スを避ける という行動様式が強化され、結果と して「マイ

ナス思考」になることが考えられる。

また、大学生はポジショ ン毎に関わらず競技を継続することでプ
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ラス思考になり、その差は有意ではないが強い傾向が認め られた

（F＝3．721；0．10＜p＜0．05）。更に、ポジションと調査時点の行動様式

との間に交互作用に傾向が認められ、ゴールキーパーのみ「マイナス

思考」にな り、その差はかなり 強い傾向が認められた（F＝3．114；

0．10＜p＜0．05〉（図．5－8）。上で記述した得点確率に関して、中・高校

生よ り大学生のある程度経験が豊富になると、更に得点確率の上が

る傾向がみられ、大学生はディフェンスよりオフェンス重視のチー

ム作りになる。サイドは速攻に出るという攻撃的なディフェンスと

なり、その他は1点の失点にあま り重みを感じないことが考えられ

る。しかし、ゴールキーパーはディ フェンスのみの役割であり、

た大学生になるとゴールキーパー1人に頼る傾向がある。そのため

失点したという責任感から、「マイナス思考」が形成されたと考えら

れる。

「社交性」に関しては、所属別に分散分析した結果、中学生はポ

ジショ ン毎に行動様式が異なり、ゴールキーパーとサイドはその他

のポジショ ンよ り「社交性」であり、その差は強い傾向が認められた

（F＝2．776；0．10＜p＜0．05）（図．5－9）。ポジション毎の行動様式が異な

るこ とは、各ポジショ ンの役割が原因と考えられる。「社交性」の低

いゴールキーパーは、チームの中において特殊なポジショ ンであり、

味方との連携というより孤立している役割のために「社交性」が低い
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と考えられる。サイドは、積極的に相手の攻撃を止めよう とせず速

攻出ることに重点を置き、他のポジションとの連携が少ないために

「社交性」が低いと考えられる。「社交性」の高いその他は、ディフェ

ンス時に味方との連携の中でコミュニケーショ ンを取りながらプレ

ーするため、このよ うな結果が得られたと考えられる。

「内向性」に関しては、所属別に分散分析した結果、高校生はポ

ジショ ン毎に行動様式が異なり、ゴールキーパーはサイドとその他

を比故し内向的であり、その差は有意に達しなかったが強い傾向が

認められた（F＝2．727；0．10＜p＜0．05）（図．5－10）。ゴールキーパーの

役割は、相手のシュートを止めることであるが、練習中は個別で練

習することが多く、またゲームの中においてはフィールドプレーヤ

ーとの対話はほとんどなく、いわゆる孤独なポジショ ンのために内

向的な行動様式が形成されたと考えられる。

一方、大学生は、競技を継続することで内向的ではく なり、その

差は5％水準で有意であった（F＝5．114；P＜0．05）。この結果をポジ

ショ ン毎に図示したものが図．5－11である。いずれのポジショ ンも

内向的ではなく なる傾向がみられた。林1き〉も示唆しているよ うに、

スポーツを長く経験するこ との影響と考えられる。「内向性」に関し

ては、大学生のよ うな人間形成がある程度完成されたと考えられる

学生においても、スポーツを通じて影響を受けることが示唆された。
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「達成意欲」に関しては、ポジション毎に関わらず、競技を継続

することで「達成意欲」が上がり、その差は1％水準で有意であった

（F＝8．262；P＜0．01）。この結果をポジション毎に図示したものが

図．5－12 である。ハンドボール競技を続けていると「達成意欲」が向

上することが示唆され、またいずれのポジショ ンを継続しても同様

な影響を与える傾向が認められた。

また、所属別に分散分析した結果、競技を継続することにより「達

成意欲」が上がった高校生に傾向（F＝3．563；0．10＜p＜0．05）、大学生

に 1％ 水 準 で 有 意 で あ る こ と が 認 め ら れ た（F＝8．412；

p＜0．01〉（図．5－13）。これらから、調査1から 2の1年間で高校生と

大学生はディフェンス時における役割の中から、価値、楽しさ、難

しさなどを常識し明確な目標設定が成されたと考えられる。

第4節 最適なポジション配置

オフェンス・ディフェンスについて

オフェンスに関して、同じポジショ ンを継続している者が最適な

ポジションを続けているか、杏かについて分類した（表．7）。中学生

は、42人中15人が最適なポジショ ンを継続し、27人は最適ではな

いポジショ ンを継続している。高校生は、55人中16人が最適なポ
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ジショ ンを継続し、39人は最適ではないポジショ ンを継続しているp

大学生は、57人中19人が最適なポジショ ンを継続し、38人は最適

ではないポジショ ンを継続している。

また、ポジショ ン移動した者が最適なポジショ ンに配置されたか、

杏かを分類した。中学生は、24人中 8人が最適なポジショ ンヘ移動

し、7人が最適ではないポジショ ンへ配置され、8 人が最適ではな

いポジショ ンを継続している。高校生は、22人中 9人が最適なポジ

ショ ンへ移動し、3人が最適ではないポジショ ンへ配置され、10人

が最適ではないポジショ ンを継続している。大学生は、7人中1人

が最適なポジショ ンへ移動し、3 人が最適ではないポジショ ンへ配

置され、3人が最適ではないポジショ ンを継続している。

ディフェンスに関して、同じポジショ ンを継続している者が最適

なポジションを続けているか、否かについて分類した（表．7〉。中学

生は、56人中 30人が最適なポジショ ンを継続し、26人は最適では

ないポジショ ンを継続している。高校生は、78人中 36人が最適な

ポジショ ンを継続し、42人は最適ではないポジショ ンを継続してい

る。大学生は、66人中 25人が最適なポジショ ンを継続し、41人は

最適ではないポジショ ンを継続している。

また、ポジショ ン移動した者が最適なポジショ ンに配置されたか、

杏かを分類した。中学生は、13人中 5人が最適なポジショ ンへ移動
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し、2人が最適ではないポジショ ンへ配置され、6 人が最適ではな

いポジションを継続している。高校生は、15人中 7人が最適なポジ

ショ ンへ移動し、2 人が最適ではないポジショ ンへ配置され、6 人

が最適ではないポジションを継続している。大学生は、5人中 2人

が最適なポジショ ンへ移動し、1人が最適ではないポジショ ンへ配

置され、2人が最適ではないポジショ ンを継続している。

以上の結果から、生徒・学生は、行動様式という観点から考慮し

たポジショ ン配置をされていないことが明らかになった。ゲームに

おいて例えば、フローターの身長が低くては、そのポジショ ンの役

割を全うするこ とは難しく、またゴヤルキーバーやその他のディフ

ェンスに関しても同様なことが考えられる。つまり、ポジショ ン毎

の役割を遂行するため、体力や体格に重点を置いたポジショ ン配置

をしていると考えられる。

第5節 退部した生徒について

（1）オフェンスについて

クラブ活動の継続者と退部者の行動様式の比較をするため判別分

析を行った（表．8－1〉。有意差または傾向が認められたのは以下であ

る。
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r社交性」に関して、退部者は継続者より r社交性Jが低く、その

差は5％水準で有意であった（p＜0．05〉（図．6－1〉。本研究の「社交性」

に関する質問内容からは、主に初対面での社交的性をみていると考

えられるので、入部した時点から退部者は、チームの仲間と上手く

コミ ュニケーショ ンをとるこ とができず、ゲームの中においても上

手く機能しなかったこ とが考えられる。

「たてまえ」に関して、退部者は継続者よ り「たてまえ」が低く、

その差は 5％水準で有意であった（p＜0．05〉。ゲームの中において、

継続者よ り相手を騙す、裏を付く プレーなどが退部者は劣っていた

と考えられる。または、「たてまえ」とポジショ ンの役割が合わずに

上手く ゲームの流れに乗れないこ とが考えられる。

「手際よさ」に関して、退部者は継続者よ り手際が良く、その差

は有意に達しなかったが傾向が認められた（0．10＜p＜0．05）。退部者は

継続者よ り、ゲームの中の情報や予測から最適なプレーを選択でき

ることが考えられる。しかし、この「手際よさ」とポジショ ンの役割

に合わない配置となったことが考えられる。

（2）ディフェンスについて

オフェンスの場合と同様に判別分析を行った（表．8－2〉。

「たてまえ」に関して、退部者は継続者よ り「たてまえ」が低く、
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その差は有意に達しなかったが傾向が認められた（図．6－2）。積極的

にディフェンス（パスカット・コンタクトプレーなど〉をするチーム

と固いディフェンス（攻めてくるのを引いて待つ、味方との間を狭く

するなど）をするチームがある。やはり、「たてまえ」の高い継続者

は積極的にディフェンスするシステムが合っていると考えられる。

逆に、退部者が積極的なディフェンスをしても、上手く機能しない

ことが考えられる。このよ うに退部者はゲームの中において、「たて

まえ」と役割に合わないポジショ ンでプレーしていたこ とが考えら

れる。

第5節 総括的考察

（1）調査1の分析結果

オフェンスに関しては、ポジショ ン毎の差について、センターは

ポスト とサイドよ り「運動嗜好」が高いことが明らかになった。

た、フローターはサイドよ り「運動嗜好」が高いこ とが明らかになっ

た。所属毎の差について、高校生は中学生よ り「手際よさ」、「計画性」

が高いことが明らかになった。女子生徒は中学生よ り「計画性」が高

く、「内向的」ではないこ とが明らかになった。中学生は高校生よ り

「社交性」が高いことが明らかになった。
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ディフェンスに関しては、ポジショ ン毎の差について、サイドと

その他のポジショ ンは、ゴールキーパーよ り「手際よさ」の良いこ と

が明らかになった。また、その他のポジショ ンは、サイドより「運動

嗜好」の高いことが明らかになった。所属毎の差について、高校生は

女子生徒より「達成意欲」が高いことが明らかになった。高校生は中

学生よ り「手際よさ」の良いことが明らかになった。高校生と女子生

徒は中学生よ り「計画性」が高いことが明らかになった。女子生徒は、

高校生と中学生よ り「内向的」ではないことが明らかになった。

（2）調査1，2の分析結果

オフェンスに関しては、ポジショ ン毎の差について、高校生のセ

ンターとポストは、他のポジショ ンよ り「頑固さ」が強いことが明ら

かになった。競技を継続する影響について、中学生・高校生・大学

生は「計画性」が高く なるこ とが明らかになった。大学生は「達成意

欲」、「手際よさ」が高ま り、「マイナス思考」が低下するこ とが明らか

になった。また、「高揚性」は低下するこ とが明らかになった。

ディフェンスに関しては、ポジショ ン毎の差について、中学生の

ゴールキーパーとサイドは、その他のポジショ ンよ り「社交性」の高

いこ とが明らかになった。また、中学生のその他のポジショ ンは、

サイドと ゴールキーパーよ り「運動嗜好」が高いこ とが明らかになっ
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た。大学生のゴールキーパーとサイドは、その他のポジショ ンよ り

「高揚性」が高いことが明らかになった。競技を続けることの影響と

して、大学生と中学生は「計画性」が高く なることが明らかになった。

大学生は「高揚性」が高く なり、また、「内向性」、「マイナス思考」が

低下することが明らかになった。高校生・大学生は「達成意欲」が高

まるこ とが明らかになった。

以上、役割による行動様式の変化を支持するいく つかの結果は得

られたものの、本研究では岡部ら 42）、Bank8 ら10）などに示された

程には、役割に求められる行動様式への適応は、顔著なものではな

かった。クラブ活動という特殊な環境に身を置く ことによって行動

様式の変化という ものは少なからずあるが、クラブ活動以外の生活

環境の方がよ り長い時間接しているため、影響をそれほど受けない

という ことも考えられる。従って、社会人やプロのよ うな競技が生

活の中心になっている者にとっては、はっき り と した結果が得られ

て く るのではないだろ うか。
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第6章 結論

本研究の結果から以下の結論が得られた。

（1）ハンドボール競技者の行動様式は「社交性」、「運動嗜好」「計

画性」、「高揚性」、「マイナス思考」、「たてまえ」、「内向性」、

「頑固さ」、「達成意欲」、「手際よさ」

によ り評価される。

10 の独立した特性

（2）ポジショ ンに特化して、求められる行動様式はいくつか存在

し、ポジショ ンを継続することによ りその行動様式の習得は

可能である。

（3）中学生・高校生・大学生といった所属集団は、同じポジショ

ンに対してもそれぞれ行動様式が異なり、ポジショ ンを継続

することによ り強化される行動様式の方向が異なる。

（4）退部した者は、ポジションに求められる行動様式への適応と

いう よ り、対人関係が上手く いかないことによる。
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第7章 要約

本研究は、ハンドボール競技者を最適なポジショ ンに配置するた

めに、各ポジショ ンの役割を継続することによ り、行動様式に与え

る影響について検証することであった。手続きは、SPI性格適性検

査に用いられている 210項目を使用し、調査1では 569名に対して

調査は行われた。そのデータを基に因子分析を用い10 因子及び、

その因子に高い負荷を持つ 43項目を抽出した。それを用い、調査2

では調査1を行った生徒・学生から 273名に対して調査は行われた。

調査1で算出された因子得点ウェイトを用い、調査2の被調査者の

因子得点を算出し、調査1と比較するこ とによ り ポジショ ン毎に行

動様式の変化について検証を行った。

分析の結果から、以下のような結論が得られた。

（1）ハンドボール競技者の行動様式は「社交性」、「運動嗜好」「計

画性」、「高揚性」、「マイナス思考」、「たてまえ」、「内向性」、

「頑固さ」、「達成意欲」、「手際よさ」

によ り評価される。

10 の独立した特性

（2）ポジショ ンに特化して、求められる行動様式はいくつか存在

し、ポジショ ンを継続することによ りその行動様式の習得は

可能である。
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（3）中学生・高校生・大学生といった所属集団は、同じポジショ

ンに対してもそれぞれ行動様式が異なり、ポジショ ンを継続

することによ り強化される行動様式の方向が異なる。

（4）退部した者は、ポジションに求められる行動様式への適応’と

いう より、対人関係が上手くいかないことによる。
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表．1 質問項目澤定時に行なった因子分析負荷量行列 （回転後）
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誰とでも気軽に帝すことができる

他人と簡単に知り合いになれるほうだ

誰でもすぐに親しくなれるほうだと思う

すぐに友達ができるほうだ

初めての人とはうまく帯ができないほうだ

体を動かすことが好きなほうだ

スポーツをすることが好きだ

学校では体育が好きだった

スポーツは何でもやってみたいと思う

スポーツ選手になりたいと思ったことがある

見通しを立ててから行動することが多い

計画的に行動することが多い

ものごとを扶真に考えるほうだと思う

実行する前に、もう一度考えてみることが多い

実行する南に考えなおしてみることが多い

ちょっとしたことで輿♯しやすいほうだ

輿♯しやすいほうだ

私は人より開子にのりやすいほうだ

理由もなくはしやいだ気分になることがある

人の気をひいてみるのが好きだ

ものごとを春く考えることが多い

ものごとを不利な方に考えてしまうことがよくある

失敗するといつまでも気になる

くよくよするほうだ

先行きに不安なことが多い

今までに他人の春口を育ったことがない

間違ったことをしたことは一度もない

約束を破ったことは一度もない

他人の心を銭つけたことはない

おとなしい人だと首われることが多い

もの静かなほうだ

人より暗いとよく言われる

内気なほうだ

反対されても自分の意見を変えないことが多い

多少の反対があっても自分の考えで行動するほうだ

人がどういう意見でも自分の意見は表明する

大勢の前で意見を首える

166 大きなことがやってみたい

152 目標は高いほうがよいと思う

194 仕手では他人のできなったような貫献をしたい

97 仕手はすばやくかたずけるほうだ

167 てきばきしているほうだと思う

25 仕事にとりかかるまでに時間のかかるほうだ
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表．2 所属（3）×ポジション（4）×ポジション磨く2）分散分析表（オフェンス）
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表．4所属（3）×ポジション（4）×調査時点（2）分散分析表（オフェンス〉
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MS F

l．2851．492 0．219

0．861

0．6331．978 0．162

0．7412．315 0．078

0．32

ポジション〈A）

SSÅ

繰り返し 〈B）

A＊B

SSB 150 48．028

所為（3〉×ポジション（4）×釈査時点（2）

分散分析表 4－9 達成意欲

df． SS MS F

3 2．508 0．8361．262 0．290

150 99．402 0．663

1 1．9651．965 6．359 0．013

3 0．586 0．195 0．633 0．595

ポジション〈A〉

SSA

繰り返し（B〉

A＊B

SSB 150 46．344 0．309

所鹿（3）×ポジション（4）×調査時点（2）

分散分析表 4－10 手際よさ

df． SS

3 1．261

150135．491

1 0．510

3 0．421

MS F

O．420 0．465 0．707

0．903

0．5101．9110．169

0．140 0．525 0．666

0．267

ポジション（A〉

SSÅ

繰り返し 〈B）

A＊B

SSB 150 40．041



表．4所属（大学）×ポジションく4）×調査時点（2）分散分析表（オフェンス）

所尽く大学）×ポジション（4）×柄査時点（2）

分散分析表 4－11社交性

平方和

（ss）
変動因 df．「Zこて▼H平方和

MS

有意確

率（p〉

ポジションくA〉

SSA

繰り返し 〈B）

A＊B

SSB

3

3

1

3

3

5

■b

5．500 1．833 1．241 0．304

78．2711．477

0．391 0．391 0．995 0．323

1．384 0．4611．174 0．329

20．836 0．393

所点（大学）×ポジション（4）×粥査時点く2〉
分散分析表 4－12 運動堵好

ポジション（A〉

SSA

繰り返し（B〉

Å＊B

SSB

3

3

1

3

3

5

5

2．960 0．987

47．565 0．897

1．040 1．040

3．823 1．274

20．949 0．395

1．099 0．358

2．631 0．111

3．224 0．030

所点（大学）×ポジション（4）×粥査時点（2）

分散分析表 4－13 計画性

MS F

O．680 0．531 0．663

df． SS

3 2．040ポジション〈A）

SSA

繰り返し くB）

A＊B

53 67．896 1．281

1 2．031 2．031

3 0．204 0．068

SSB 53 17．824 0．336

6．040 0．017

0．202 0．895

所点（大学〉×ポジション（4）×仰査時点（2）

分散分析表 4－14 高揚性

MS F

2．720 2．218 0．097

df． SS

3 8．160ポジション〈A〉

SSA

繰り返し（B〉

A＊B

53 64．992 1，226

1 2．010 2．010

3 0．733 0．244

SSB 53 20．791 0．392

5．124 0．028

0．623 0．603

所崩（大学）×ポジション（4）×胡査時点（2）

分散分析表 4－15 マイナス思考

df． SS

3 0．601

MS F

O．200 0．161 0．922ポジション〈A〉

SSÅ

繰り返し 〈B）

A＊B

53 65．819 1．242

1 1．632 1．632

3 0．456 0．152

SSB 53 14．44 0．272

5．989 0．018

0．557 0．646

所席（大学）×ポジション（4）×粥査時点（2〉

分散分析表 4－16 たてまえ

変動因 df． SS MS

ポジション（A〉

SSA

繰り返し（B〉

A＊B

SSB

3

3

1

3

3

5

5

0．883 0．294 0．324 0．808

48．237 0．910

0．004 0．004 0．006 0．940

0．947 0．316 0．426 0．735

39．287 0．741

所鹿（大学〉×ポジション（4）×洞査時点（2〉

分散分析表 4－17 内向性

MS F

l．2191．386 0．257

0．880

1．552 3．952 0．052

0．034 0．085 0．968

0．393

df． SS

3 3．656

53 46．617

1 1．552

3 0．101

ポジション〈A〉

SSÅ

繰り返し〈B〉

A＊B

SSB 53 20．814

所属く大学）×ポジション（4）×調査時点（2）

分散分析表 4－18 頑固さ

MS F

O．233 0．2810．839

0．829

0．005 0．016 0．901

df． SS

3 0．699

53 43．931

1 0．005

ポジション〈A）

SSA

繰り返し くB〉

A＊B 3 1．727 0，5761．734 0．171

SSお 53 17．5910．332

所属（大学）×ポジション（4）×柄査時点（2）

分散分析表 4－19 達成意欲

MS F

O．244 0．457 0．713

0．533

1．795 6．402 0．014

0．268 0．955 0．421

0．28

df． SS

3 0．731

53 28．254

1 1．795

3 0．804

ポジション〈A〉

SSA

繰り返し 〈B）

A＊B

SSB 53 14．863

所属（大学）×ポジション（4）×洞査時点（2）

分散分析表 4－20 手際よさ

df． SS

3 1．233

53 48．617

1 0．694

3 0．814

MS F

O．4110．448 0．720

0．917

0．694 3，316 0．074

0．2711．296 0．285

0．209

ポジションくÅ〉

SSA

繰り返し（B）

A＊B

SSB 53 11．092



表．4所属（高校）×ポジション（4〉×調査時点〈2〉 分散分析表（オフェンス）

所点（高校）×ポジションく4）×粥査時点（2〉

分散分析表 4－21社交性

平方和

〈sS）
変動因 df．「ニて▼H 平方和

MS

有意確

率〈p〉

ポジション〈A）

SSÅ

繰り返し 〈B〉

A＊B

SSB

3

1

1

3

1

■一【リ

5

3．357 1．119 1．123 0．348

50．804 0．996

0．362

0．097

0．362 1．797

0．032 0．160

10．274 0．201

0．186

0．923

所点（高校）×ポジション（4）×釈査時点（2）

分散分析表 4－22 運動嗜好
df． SS

3 1．545

MS F

O．515 0．480 0．697ポジション〈A）

SSA

繰り返し（B）

A＊B

51 54．679 1．072

1 0．003 0．003

3 0．384 0．128

SSB 5115．159 0．297

0．009 0．926

0．430 0．732

所点（高校）×ポジション（4）×桝査時点く2）

分散分析表 4－23 計画性

ポジション〈A）

SSA

繰り返し 〈B）

A＊B

SSβ

3

1

1

3

1

5

【b

2．046 0，682 0．496 0．687

70．137 1．375

1．564 1．564 3．971 0．052

0．608 0．203 0．514 0．674

20．088 0．394

所鳥（高校）×ポジション（4）×調査時点（2）
分散分析表 4－24 高揚性

df． SS

3 1．870

MS F

O．623 0．712 0．549ポジション（A）

SSA

繰り返し 〈B〉

A＊B

51 44，634 0．875

1 0．476 0．476

3 0．577 0．192

SSB 5116．543 0．324

1．466 0．232

0．593 0．622

所尽く高校〉×ポジション（4）×粥査時点（2〉

分散分析表 4－25 マイナス思考

df． SS

3 2．548

MS F

O．849 0．675 0．572ポジション〈A）

SSÅ

繰り返し（B）

A】嶋

51 64．207 1．259

1 2．873 2．873

3 0．654 0．218

SSB 5118．476 0．362

7．929 0．007

0．602 0．617

所丸（高校〉×ポジション（4〉×洞査時点（2〉
分散分析表 4－26 たてまえ

変動因 df． SS 址S

ポジション〈A〉

SSA

繰り返し 〈B）

A＊B

SSB

3

1

1

3

1

5

5

1，604 0．535 0．舶9 0．719

60．6811．190

0．069 0．069 0．166 0．685

1．2910．4301．042 0．382

21．052 0．413

所属（高校）×ポジション（4）×桝査時点（2）

分散分析表 4－27 内向性

df． SS

3 2．056

51 41．368

1 0．004

MS F

O．685 0．845 0．476

0．811

0．004 0．014 0．907

ポジションくÅ〉

SSA

繰り返し くB）

A＊B 3 1．235 0．4121．478 0．231

SSB 5114．196 0．278

所属（高校〉×ポジションく4）×粥査時点（2）
分散分析表 4－28 頑固さ

df． SS

3 5．626

51 38．026

1 0．343

3 0．502

址S F

l．875 2．515 仇069

0．746

0．3431．492 0．228

0．167 0．728 0．540

0．23

ポジション〈A）

SSA

繰り返し 〈B〉

A＊B

SSB 51 11．73

所属（高校）×ポジション（4〉×粥査時点（2）
分散分析表 4－29 達成意欲

df． SS

3 2．356

51 32．210

1 0．473

3 0，479

MS F

O．7851．243 0．304

0．632

0．473 2．642 0．110

0．160 0．893 0．451

0．179

ポジション〈A）

SSA

繰り返し（B〉

A＊B

SSム 51 9．129

所属 く高校）×ポジション（4）×調査時点（2）

分散分析表 4－30 手際よさ

df． SS

3 1．246

51 36．664

1 0．009

MS F

O．415 0．578 0．632

0．719

0．009 0．040 0．842

0．3371．484 0．230

0．227

ポジション（A）

SSA

繰り返し 〈B〉

A＊8

SSB

3

15

1．010

11．574



表．4所属〈中学）×ポジション〈4）×調査時点く2）分散分析表（オフェンス〉

所点（中学）×ポジション（4）×網査時点（2〉

分散分析表 4－31社交性

平方和

くSS〉
変動因 df．「ニご‾H 平方和

MS

有意確

率〈p〉

ポジション（A〉

SSA

繰り返し〈B〉

A＊B

SSB

3

8

1

3

8

3

3

4．877 1．626

40．5411．067

0．454 0．454

0．552 0．184

16．626 0．438

1．524 0．224

1．038 0．315

0．420 0．740

所点（中学〉×ポジション（4）×粥査時点く2〉

分散分析表 4－32 運動l曹好

df． SS MS F

3 2．767 0．922 0．884 0．458ポジションくA）

SSA

繰り返しくB〉

A＊B

38 39．625 1．043

1 0．054 0．054

3 0．109 0．036

SSB 38 20．296 0．534

0．102 0．752

0．068 0．977

所属く中学）×ポジション（4〉×粥査時点（2〉

分散分析表 4－33 計画性

df． SS MS F

3 3．010 1．003 0．727 0．542ポジション〈Å〉

SSA

繰り返し（B〉

A＊B

38 52．437 1．380

1 3．761 3．761

3 0．433 0．144

SSB 38 21．679 0．57

6．593 0．014

0．253 0．859

所A（中学）×ポジションく4）×粥査時点（2）

分散分析表 4－34 高揚性

df． SS MS F

3 5．160 1．720 1．341 0．276ポジション〈A〉

SSA

繰り返し 〈B〉

A＊B

38 48．738 1．283

1 0．151 0．151

3 0．244 0．081

SSB 38 13．448 0．354

0．426 0．518

0．230 0．875

所点（中学）×ポジション（4）×胴査時点（2）

分散分析表 4－35 マイナス思考

df． SS MS F

3 1．846 0．615 0．362 0．781ポジション〈A）

SSA

繰り返し くB〉

A＊B

38 64．610 1，700

1 0．482 0．482

3 0．013 0．004

SSB 38 16．614 0．437

1．103 仇300

0．010 0．999

所点（中学）×ポジション（4）×粥査時点〈2〉

分散分析表 4－36 たてまえ

変動因 df． SS MS

ポジション（Å〉

SSÅ

繰り返し（B）

A＊B

SSB

3

8

1

3

8

3

3

3．0481．0161．625 0．200

23．763 0．625

0．192 0．192 0．532 0．470

1．467 0．4891．356 0．271

13．696 0．36

所属（中学）×ポジション（4）×粥査時点（2〉

分散分析表 4－37 内向性

ポジション〈A〉

SSA

繰り返し（B〉

A＊B

SSB

3

8

1

3

8

3

3

4．1091．3701．406 0．256

37．025 0．974

0．414 0．414 0．805 0．375

0．378 0．126 0．245 0．865

19．557 0．515

所月く中学）×ポジション（4）×仰査時点（2）

分散分析表 4－38 頑固さ

df． SS

3 2．313

38 41．688

1 0．592

3 2．607

MS F

O．7710．703 0．556

1．097

0．5921．425 0．240

0．869 2．092 0．117

0．415

ポジション（A）

SSA

繰り返し〈B）

A＊B

SSB 38 15．788

所点（中学）×ポジション（4）×桐査時点（2）

分散分析表 4－39 達成意欲

df． SS MS F

3 0．729 0．243 0．280 0．839ポジションくA）

SSA

繰り返し（B）

A＊B

SSB

3

3

8

1

3

8

32．904 0．866

0．113 0．113 0．219 0．642

1．6610．5541．075 0．371

19．578 0．515

所属（中学）×ポジション（4）×洞査時点（2〉

分散分析表 4－40 手際よさ

df． SS

3 1．944

38 32．955

1 0．257

MS F

O．648 0．747 0．531

0．867

0．257 0．635 0．431

ポジション〈A）

SSA

繰り返し 〈B）

A＊B 3 0．143 0．048 0．118 0．949

SSB 38 15．378 0．405
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表．5所属（3）×ポジション（3）×調査時点く2）分散分析表（ディフェンス）

所点（3）×ポジション〈3）×粥査時点（2〉

分散分析表 5－1社交性

変動因

ポジションくA）

SSA

繰り返し（B）

2 2．320 1．160

196 228．007 1．163

1 0．010 0．010

A＊B 2 0．113 0．056

SSB 196 59．277 0．302

F

0．997 0．371

0．035 0．853

0．186 0．830

所点（3）×ポジション（3）×粥査時点（2）

分散分析表 5－2 運動嗜好

変動因 df． SS MS F p

ポジション〈Å〉 2 0．852 0．426 0．393 0．676

SSA 196 212．498 1．084

繰り返し（B〉 1 0．づは9 0．4491．410 0．236

A＊B 2 0．094 0．047 0．148 0．863

SSB 196 62．358 0．318

所点（3）×ポジション（3）×粥査時点（2）

分散分析表 5－3 計画性

変動因 df． SS 拡 F p

ポジション（A〉 2 5．865

SSA 196 259．273

繰り返し 〈B） 1 6．782

A＊B 2 0．393

SSB 196 70．876

2．933 2．217 0．112

1．323

6．78218．755 0．000

0．196 0．543 0．582

0．362

所点（3）×ポジション（3）×網査時点（2）

分散分析表 5－4 高揚性

変動因 df． SS MS F p

ポジション〈A） 2 5．631 2．816 2．678 0．071

SSA 196 206．064 1．051

繰り返し 〈B〉 1 0．446 0．4461．509 0．221

A＊B 2 1．233 仇617 2．088 0．127

SSB 196 57．888 0．295

所属（3）×ポジション（3〉×調査時点（2）

分散分析表 5－5 マイナス思考

変動因 df． SS 帖 F
p

ポジションくA） 2 3．446 1．723 1．409 0．247

SSA 196 239．624 1．223

繰り返し（B） 1 0．161 0．1610．477 0．491

A＊B 2 0．452 0．226 0．670 0．513

SSB 196 66．059 0．337

所属く3）×ポジション（3）×網査時点（2）

分散分析表 5－6 たてまえ

変動因 df． SS MS F p

ポジション〈Å〉 2 1．242 0．6210．695 0．500

SSA 196175．129 0．894

繰り返し（B〉 1 0．2610．2610．5910．443

A＊B 2 0．089 0．045 0．1010．904

SSB 196 86．587 0．442

所属（3）×ポジションく3）×釈査時点（2）

分散分析表 5－7 内向性

変動因 df． SS 拡 F p

ポジション〈A〉 2 3．3101．6551．829 0．163

SSA 196177．375 0．905

繰り返し（B〉 1 0．357 0．357 0．953 0．330

A＊B 2 0．0210．0110．029 0．972

SSB 196 73．324 0．374

所尽く3）×ポジションく3〉×粥査時点（2）

分散分析表 5－8 頑固さ

変動因 df． SS MS F p

ポジション〈A） 2 0．680

SSA 196171．417

繰り返し（B） 1 0．103

A＊B 2 0．197

SSB 196 58．403

0．340 0．389 0．679

0．875

0．103 0．346 0．557

0．099 0．3310．718

0．298

所属（3）×ポジションく3）×粥査時点く2）

分散分析表 5－9 達成意欲

変動因 df． SS 瓜 F p

ポジション〈A） 2 0．625 0．313 0．434 0．649

SSA 196141．307 0．721

繰り返し くB） 1 2．513 2．513 8．262 0．005

A＊B 2 0．149 0．075 0．245 0．783

SSB 196 59．607 0．304

所属（3）×ポジション〈3）×調査時点（2）

分散分析表 5－10 手際よさ

変動因 df． SS MS F p

ポジション〈A〉 2 2．1931．0961．260 0．286

SSA 196170．584 0．870

繰り返し（B〉 1 0．263 0．263 0．984 0．323

A＊B 2 0．100 0．050 0．186 0．830

SSB 196 52．375 0．267



表．5 所属（大学）×ポジション（3）×調査時点（2）分散分析表（ディフェンス）

所見（大学〉×ポジション（3）×粥査時点く2）
分散分析表 5－11社交性

変動因 df．
SS 方 MS

O．206 0．103

101．203 1．606

0．749 0．749

0．117 0．058

22．248 0．353

F▲
率

0．064 0．938

2．122 0．150

0．165 0．848

所尽く大学）×ポジション（3）×粥査時点く2）
分散分析表 5－16 たてまえ

変動因 df． SS MS F
p

ポジションくA〉

SSA

繰り返し（B〉

A＊B

SS8

6

6

2

3

1

2

3

所点（大学）×ポジション（3〉×粥査時点（2）

分散分析表 5－12 運動呼好

変動因 df． SS MS F p

ポジションくA〉

SSA

繰り返し 〈B）

A＊B

SSB

2 1．835 0．917 0．992 0．377

63 58．281 0．925

1 0．760 0．7601．989 0．163

2

36

0．219 0．109 0．286 0．752

24．073 0．382

所月〈大学〉×ポジション（3〉×粥査時点（2）

分散分析表 5－13 計画性

変動因 df． SS 瓜 F p

ポジション（A）

SSA

繰り返し 〈B）

A＊B

SSB

6

6

2

3

1

2

3

1．892 0．946 0．793 0．457

75．164 1．193

2．454 2．454 8．811 0．004

0．209 0．105 0．376 0．688

17．546 0．279

所属（大学）×ポジション（3）×桝査時点（2）
分散分析表 5－14 高揚性

変動因 df． SS MS F p

ポジション〈A） 2 9．083

SSA 63 67．108

繰り返し くB〉 11．559

A＊B 2 1．868

SSB 63 18．499

4．542 4．264 0．018

1．065

1．559 5．310 0．025

0．934 3．181 0．048

0．294

所魚大学）×ポジションく3）×偶査時点く2）

分散分析表 5－15 マイナス思考

変動因 df． SS MS F p

ポジション（A）

SSÅ

繰り返し 〈B）

A＊8

SSB

2 2．161 1．080 0．980 0．381

63 69．432 1．102

1 1．035 1．035 3．721 0．058

2

36

1．732 0．866 3．114 0．051

17．524 0．278

ポジション〈A）

SSA

繰り返し 〈B）

A＊B

SSB

6

6

2

3

1

2

3

1．976 0．9881．086 0，344

1

5

2

1

3

0

7

0

5

0．167

40．98

0．910

0．015 0．022 0．881

0．083 0．128 0．880

0．65

所属（大学〉×ポジション〈3）×柄査時点（2）

分散分析表 5－17 内向性

変動因 df． SS MS F p

ポジションくÅ）

SSA

繰り返し（B〉

Å＊B

SSB

2 1．1810．5910．616 0．544

63 60．4310．959

1 2．228 2．228 5．114 0．027

9

1

3

5

4

4

0

72

2

36

0．220 0．504 0．607

0．436

所属（大学）×ポジション（3）×粥査時点〈2）

分散分析表 5－18 頑固さ

変動因 df． SS MS F
p

ポジション（A〉

SSA

繰り返し 〈B）

A＊B

SSB

2 0．191

63 46．842

1 0．036

2

36

0．177

11902

0．095 0．128 0．880

0．744

0．036 0．107 0．744

0．089 0．267 0．767

0．332

所属（大学）×ポジション（3）×洞査時点（2）

分散分析表 5－19 達成意欲

変動因 df． SS MS F p

ポジション（A〉 2

SSÅ 63

繰り返し くB〉 1

A＊B 2

SSB 63

0．730 0．365 0．704 0．499

32．674 0．519

2．214 2．214 8．412 0．005

0．316 0．158 0．600 0．552

16．579 0．263

所属く大学）×ポジション（3）×調査時点（2）

分散分析表 5－20 手際よさ

変動因 df． SS MS F
p

ポジション（A）

SSÅ

繰り返し 〈B〉

A＊B

SSB

2 0．040 0．020 0．0210．979

63 59．6310．947

1 0．269 0．2691．083 0．302

2

36

0．040 0．020 0．0810．923

15．62 0．248



表．5 所属（高校〉×ポジション（3）×調査時点（2）分散分析表（ディフェンス）

所月（高校）×ポジション（3）×桝査時点（2）

分散分析表 5－21社交性

変動因 df．
SS 方 址S

▲

率

0．806 0．403 0．380 0．685

78．470 1．060

0，022 0．022 0．111 0．740

0．021 0．010 0．052 0．950

14．972 0．202

F

ポジション〈A）

SSA

繰り返し 〈B〉

A＊B

SSB

7

7

2

4

1

2

4

所点（高校）×ポジション（3）×粥査時点（2）

分散分析表 5－22 運動呼好

変動因 df． SS MS F p

ポジションくÅ）

SSA

繰り返し くB）

A＊B

SSB

2 3．579 1．7901．992 0．11姐

74 66．469 0．898

1 0．062 0．062 0．354 0．554

2

47

0．522 0．2611．492 0．232

12．957 0．175

所属（高校）×ポジション（3）×調査時点（2〉

分散分析表 5－23 計画性

変動因 df． SS 址S F p

ポジション〈A〉

SSA

繰り返し くB）

A＊B

SSB

2 2．928 1．4641．081 0．344

74100．164 1．354

1 0．816 0．816 2．152 0．147

2

47

0．571 0．285 0．753 0．474

28．043 0．379

所属（高校）×ポジション（3）×釈査時点（2）

分散分析表 5－24 高揚性

変動因 df． SS MS F p

ポジション〈A〉

SSA

繰り返し 〈B〉

A＊B

SSB

2 2．693 1．3461．524 0．225

74 65．368 0．883

1 0．147 0．147 0．442 0．508

2

47

0．004 0．002 0．006 0．994

24．67 0．333

所属（高校）×ポジション（3）×釈査時点（2）

分散分析表 5－25 マイナス思考

変動因 df． SS MS F p

ポジション（A〉

SSA

繰り返し 〈B）

A＊B

SSB

2 1．458 0．729 0．742 0．480

74 72．685 0．982

1 1．012 1．012 2．964 0．089

2

47

0．773 0．3871．133 0．328

25．255 0．341

所属（高校〉×ポジション（3）×網査時点（2）
分散分析表 5－26 たてまえ

変動因 df． SS MS F p

ポジション（A〉 2 0．022

SSA 74 73．561

繰り返し くB） 1 0．021

A＊B 2 0．112

SSB 74 26．288

0．0110．0110．989

0．994

0．0210．059 0．809

0．056 0．157 0．855

0．355

所属（高校）×ポジションく3）×調査時点（2）
分散分析表 5－27 内向性

変動因 df， SS MS F p

ポジション〈Å）

SSA

繰り返し（B）

Å＊B

SSB

2 4．448 2．224 2．727 0．072

74 60．350 0．816

1 0．0010．0010．003 0．954

2

47

0．180 0．090 0．364 0．696

18．273 0．247

所属（高校）×ポジション（3）×粥査時点（2）
分散分析表 5－28 頑固さ

変動因 df． SS MS F p

ポジション〈A） 2 0．040

SSA 74 64．080

繰り返し（B） 10．027

A＊B 2 0．313

SSB 7415．804

0．020 0．023 0．977

0．866

0．027 0．128 0．722

0．156 0．732 0．484

0．214

所属（高校）×ポジション（3）×洞査時点（2）

分散分析表 5－29 達成意欲

変動因 df． SS MS F p

ポジション（A）

SSA

繰り返し（B）

A＊B

SSB

2 1．284 0．642 0．948 0．392

74 50．114 0．677

1 0．817 0．817 3．563 0．063

2

47

0．457 0．228 0．996 0．374

16．97 0．229

所属（高校）×ポジションく3）×釈査時点（2）
分散分析表 5－30 手際よさ

変動因 df． SS MS F p

ポジション〈A）

SSA

繰り返し 〈B〉

A＊B

SSB

2 3．2571．629 2．339 0．104

74 51．517 0．696

1 0．002 0．002 0．010 0，922

2

47

0．395 0，197 0．930 0．399

15．710．212



表．5所属（中学）×ポジション（3〉×調査時点（2）分散分析表（ディフェンス）

所月く中学）×ポジション（3）×粥査時点（2）

分散分析表 5－31社交性

変動因 df．
SS 方 MS

2 4．164 2．082

F▲
率

2．776 0．071

2．446 0．124

0．665 0．518

所点（中学）×ポジション（3）×網査時点（2）
分散分析表 5－36 たてまえ

変動因 df． SS MS F p

ポジション〈A〉

SSA

繰り返し 〈B〉

A＊B

SSB

53 39．753 0．750

1 0．916 0．916

2

35

0．499 0．249

19．856 0．375

所月（中学）×ポジション（3）×粥査時点（2）
分散分析表 5－32 運動嗜好

変動因 df． SS MS F p

ポジション〈Å〉

SSÅ

繰り返し 〈B〉

A＊B

SSB

2 9．076

53 31．051

1 0．474

0

2

8

3

9

9

仇
弘

2

35

4．538 7．746 0．001

0．586

0．474

0．490

0．848

0，559 0．458

0．578 0．564

所尽く中学）×ポジション（3）×釈査時点（2）

分散分析表 5－33 計画性

変動因 df． SS 帖 F
p

ポジション〈A〉 2 2．012

SSA 53 74．432

繰り返し（B〉 14．621

A＊B 2 0．271

SSB 53 23．521

1．006 0．716 0．493

1．404

4．62110．414 0．002

0．135 0．305 0．739

0．444

所属く中学）×ポジション（3）×桝査時点（2）

分散分析表 5－34 高揚性

変動因 df． SS MS F p

ポジション〈Å）

SSA

繰り返し くB〉

Å＊B

SSB

2 0．319 0．159 0．132 0．877

53 64．138 1．210

1 0．125 0．125

2

35

0．143 0．071

12．552 0．237

0．527 0．471

0．302 0．741

所鳥（中学〉×ポジションく3）×調査時点（2）

分散分析表 5－35 マイナス思考

変動因 df． SS MS F p

ポジション〈A）

SSÅ

繰り返し 〈B〉

A＊B

SSB

2 2．586 1．293 0．753 0．476

53 91．039 1．718

1 0．464 0．464

2

3■．D

0．088 0．044

18．788 0．354

1．308 0．258

0．124 0．884

ポジション〈A） 2 0．629 0．314 0．404 0．670

SSA 53 41．266 0．779

繰り返し くB〉 1 0．439 0．4391．249 0．269

A＊B 2 0．299 0．149 0．425 0．656

SSB 5318．618 0．351

所Aく中学）×ポジション（3）×粥査時点（2）

分散分析表 5－37 内向性

変動因 df． SS MS F p

ポジション〈A〉

SSA

繰り返し 〈B）

A＊B

SSB

2 3．8991．949 2．253 0．115

53 45．859 0．865

1 0．213 0．213 0．468 0．497

3

4

0

1

8

1

0

42

2

35

0．402 0．883 0．420

0．455

所鳥（中学）×ポジションく3）×柄査時点（2）

分散分析表 5－38 頑固さ

変動因 df． SS MS F p

ポジション（Å） 21．897 0．949 0．868 0．426

SSA 53 57．9151．093

繰り返し くB） 10．380 0．380 0．996 0．323

A＊B 2 0．830 0．4151．087 0．345

SSB 53 20．226 0．382

所属（中学）×ポジション（3）×偶査時点（2）

分散分析表 5－39 達成意欲

変動因 df． SS MS F p

ポジション〈A〉

SSA

繰り返し（B）

A＊B

SSB

2 0．399 0．200 0．209 0．812

53 50．547 0．954

1 0．098 0．098 0．215 0．645

1

7

0

1

7

1

0

42

2

35

0．3510．7710．468

0．455

所席（中学）×ポジション（3）×釈査時点（2）

分散分析表 5－40 手麻よさ

変動因 df． SS MS F p

ポジション〈A〉

SSA

繰り返し くB）

A＊B

SSB

2 0．456 0．228 0．285 0．753

53 42．439 0．801

1 0．123 0．123 0．317 0．576

0

9

3

4

0

5

▲‖）

02

2

35

0．015 0．039 0．962

仇388
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表．6－1中学生のトップチーム，オフェンス・ディフェンスポジションの各因子の平均因子得点

社交性 運動嗜好 計画性 高揚性 マイナス思考 たてまえ 内向性 頑固さ 達成意欲 手際よさ

調査1調査2 調査1調査2 調査1調査2 調査1調査2 調査1調査2 調査1調査2 調査1調査2 調査1調査2 調査1調査2 調査1調査2

所属 ポジション

ドイサ

タ

】

】

ト

ク

ロ

ス

ン

フ

ポ

セ

オ
フ
エ
ン
ス

J

て サイド
フ
コニ

ン
その他

ス

0．00
一仇11－0．02

0．37 0．11 0．12 0．48 0．01 0．09 0．01 0．10 一や．25 0．16 0．31 0．25 0．43 0．08 0．00 0．21 0．30

・や．36
」）．06

－づ．83 －0．69 －や．08 一仇27
0．26 0．20 0．29 0．38 0．16 0．02・づ．011）．07

－0．11
0．37

－や．14 －や．11
0．15 0．52

1〉．44 」）．69 0．05 0．24 0．62 」）．54 一や．06 1〉．13 一勺．45 0．15 －や．23 0．11 0．01－0．45 0．23 0．12 0．37 0．54 0．02 －0．11

0．80 1．28 －0．57・－や．41 0．10 0．50 1）．65 0．52 0．06 －0．20 0．56 0．55 0．00 0．79 －や．58 －1．00 1）．53 0．15 0．35 0．65

・づ．01 0．32 －0．16 0．29 0．22・4．24 1）．01 0．33 －0．84 －づ．53 0．09 －や．06 －1．011〉．57 0．63 －や．06 －や．10 0．00 0．21 0．29

一勺．35・袖．37 1）．50 」）．20 0．20 －0．23 －や．16 －巾．20 0．13 0．23 0．19 0．06 0．00 1〉．12 1）．23 0．21一句．04 0．24 0．07 0．48

ゴールキーパー 0．00 0．49 0．61 0．82 0．93 0．701〉．26
－0．11一や．23 －カ．62

0．30 0．19．」）．011〉．42 0．69 0．19 0．69 畑．22 一勺．01 0．25



表．6－2 高校生のトップチーム，オフェンス・ディフェンスポジションの各因子の平均因子得点

社交性 運動嗜好 計画性 高揚性 マイナス思考 たてまえ 内向性 頑固さ 達成意欲 手際よさ

調査1調査2 調査1調査2 調査1調査2 調査1調査2 調査1調査2 調査1調査2 調査1調査2 調査1調査2 調査1調査2 調査1調査2

所属 ポジション

ドイサ

タ

ー

一

ト

タ

ロ

ス

ン

フ

ポ

セ

オ
フ
エ
ン
ス

J

て サイド
フ

エ

ン その他

ス

0．26 0．01一や．36 1〉．21－0．05 」）．43 一札60・づ．84 －や．27 0．06 －や．57 1〉．41 0．31 0．42 －0．26 －0．19 一勺．32 」）．35 －0．46 一や．37

一0．28 －や．29 －0．51－0．06 －0．25 －や．39
」）．03 0．36 0．35 1〉．15 0．18

－Q．15 －0．19
0．08 0．22 0．08 0．30 0．16・や．44 0．00

－や．32 1〉．27 －0．30 11．48 一や．89 －1．43 一心．10 0．10 －0．18 －1．24 0．09 0．08 0．75 0．37 0．06 」）．09 一袖．311）．85 －0．38 」）．85

0．00 0．40 －0．23 一札42 －1．07 一や．47 1）．75 0．08 －や．40 1〉．56 1）．35 －0．70 0．04 －0．07 －0．23 一や．06 0．62 0．33 0．01一や．03

0．02 0．08 －0．31一心．19 －や．04 一句．31－0．74 一札73 1）．24 0．06・畑．28 －0．24
0．47 0．48 1〉．25・袖．01－0．01－や．34 －0．70 1〉．47

ー0．29 －0．18 －0．32 1）．20 一心．70 －づ．94 0．03 0．32 1〉．05 1）．51 0．05 －や．31 0．06 0．14 0．07 －0．09 0．11－0．15 一や．211）．35

ゴールキーバー1〉．15 －や．331）．51－0．75 －0．56」）．02 －0．251〉．091）．02 －0．23 0．38 0．07
－勺．39 －0．62 一や．22 －0．19 －0．22 －0．10 0．03 0．18



表．6－3 大学生のトップチーム，オフェンス・ディフェンスポジションの各因子の平均因子得点

所属 ポジション 社交性 運動嗜好 計画性 高揚性 マイナス思考 たてまえ 内向性 頑固さ 達成意欲 手際よさ

調査1調査2 調査1調査2 調査1調査2 調査1調査2 調査1調査2 調査1調査2 調査1調査2 調査1調査2 調査1調査2 調査1調査2
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ロ

ス
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ポ
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エ
ン
ス
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ス
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0．21 0．31－0．13 一や．05 1I．09 」）．26 －0．31一や．04
0．18 0．39

一心．45 －0．07 1）．62 －0．25 0．20 1〉．21－0．18 一や．28 －0．11－¶．47

0．15・づ．08 0．09
一勺．44 一勺．14 －0．64

0．06 0．27 0．05 0．30 0．09 －0．04 －や．36 0．34・畑．14 」）．05
－0．07 1〉．40 －0．49・づ．53

ゴールキーパー 0．21一勺．09 0．06 0．05 0．26 0．08 」）．71－や．40 －や．34 －や．60 1）．28 」）．37 －1．13 －0．34 0．31 0．15 0．07 0．01－0．16 －や．04



表．7 所属毎の行動様式からみたポジション配置の現状

オフェンス 初期状態 同一ポジション ポジション変化

体
学
校
学

全
中
高
大

最適人数 それ以外

30．43％ 69．57％

33．33％ 66．67％

24．68％ 75．32％

34．38％ 65．63％

ディフェンフ 初期状態

最適人数 それ以外

32．47％ 67．53％

35．71％ 64．29％

29．09％ 70．91％

33．33％ 66．67％

同一ポジション

NG－G G－NG NG－NG

33．96％ 24．53％ 41．51％

33．33％ 29．17％ 37．50％

40．91％ 13．64％ 45．45％

14．29％ 42．86％ 42．86％

ポジション変化

体
学
校
学

全
中
高
大

最適人数 それ以外

41．20％ 58．80％

46．38％ 53．62％

40．86％ 59．14％

36．62％ 63．38％

最適人数 それ以外

45．50％ 54．50％

53．58％ 46．43％

46．15％ 53．85％

37．88％ 62．12％

NG－G G－NG NG－NG

42．42％ 15．15％ 42．42％

38．46％ 15．38％ 46．15％

46．67％ 13．33％ 40．00％

40．00％ 20．00％ 40．00％

G・・・最適なポジションに配置されている。

NG・・・最適ではないポジションに配置されている。

オフェンス 初期状態合計（n）同一ポジション合計（rポジション変化合計くn）

全体 207 154 53

中学 66 42

高校 77 55

大学 64 57

ディフェンス

4

2

7

2

2

全体

中学

高校

大学

3

9

3

1

3

6

9

7

2 0

6

8

6

0

5

7

6

2 3

3

5

5

3

1

1



表．8－1 退部した生徒と継続した生徒 （オフェンス）

係数

有意確率標準化係数

へ◆－タ標準誤差

0．230

0．200

0．199

0．188

数係レ］郵
B

非

1（定数〉

Fact－1

Fact－2

Fact－3

Fact－4

Fact－5

Fact－6

Fact－7

Fact－8

Fact－9

Fact－10

従属変数：FLAG

6

9

9

2

8

2

2

3

9

5

3

5

1

9

1

0

5

5

5

1

4

7

1

4

0

0

0

0

5

0

1

1

3

●
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

■

－

－

1

－0．384

0．092

0．011

－0．679 0．502

－2．091 0．045

0．495 0．624

0．064 0．949

0．169 0．008 0．049 0．962

0．157 0．060 0．330 0．744

0．228 －0．454 －2．422 0．022

0．221 －0．042 －0．238
0．813

0．193 －0．107 －0．615 0．543

0．169 0．156 0．855 0．399

0．213 0．334 1．749 0．090

モデル

表．8－2 退部した生徒と継続した生徒 （ディフェンス）

係数

蔓化係数 標準化係数 t 有意確率

B 標準誤差 へ●っモデル

非標準化係数

1（定数）

Fact－1

Fact－2

Fact－3

Fact－4

Fact－5

Fact－6

Fact－7

Fact－8

Fact－9

Fact－10

従属変数：TIGAI

－0．077 0．189

－0．334 0．201

－0．014 0．162

0．190 0．174

－0．184 0．178

0．113 0．149

－0．391 0．208

－0．221 0．194

0．041 0．173

0．244 0．147

－0．407 0．686

－0．280 －1．660
0．105

－0．014 －0．085 0．933

0．176 1．096 0．279

－0．182 －1．033 0．308

0．120 0．761 0．451

－0．319 －1．877
0．068

－0．193 －1．136 0．263

0．038 0．237 0．814

0．262 1．659 0．105

0．179 0．192 0．155 0．931 0．357
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資料．1・1 調査1の表紙

実施年月日 平成 年 月 日＿

学校名

氏名

生年月日 191 年 月 日

学年 年

クラブ成績 （過去3年間）

オフェンス・ポジション

ディフェンス・ポジション

オフェンス・ポジション歴 年

ディフェンス・ポジション歴 年

競技年数 年

○をつけてください。

現在のところ レギュラー・非レギュラー である。

アンケートは、全部で44間あります。各質問をとばさずに順に

回答してください。回答欄には、各質問事項について7段階の答え

がありますので、あなたの考えと一致する答えを1つ書いてくださ

い。（数字でお願いします）どちらに解答すればよいということはな

いので、思ったとおりに回答してください。「どちらかといえば」と

いうことで結構です。

このアンケートに答えたことによって、あなたの将来に何ら関係することは

ないので、思った通りに直感的に答えてください。御協力お願い致します。

順天堂大学大学院コーチング科学領域専攻 渡逢大志



★札1・2 粥壬1の域目

1．罪常にあてはまる2．かなりあてはまる 3．ややあてはまる4．どちらともあてはまらない
5．ややあてはまらない6．かなりあてはまらない7．非♯にあてはまらない

千同

1．♯麓千な方だと患う

2．ものごとを藩枚的に考えることが多い
3．意味もなく独をこわしたくなることがある
4．ものごとを聖書しく考えることがある

5．私は十分に畠分を借頻している

6．理由もなくはしやいだ気分になることがある

7．私はひかえめな方だ

8．実行する前に考えなおしてみることが多い

9．朝日がさめたらすぐに粍び起きる
10．やりかけたままで計画を女王することが多い

11．考えるよりもます行動する方だと患う

12．♯実な性格だと患う
13．何に対しても気乗りしないことがある

14．うそをついたことは一度もない

15．毎日のように畠分をおびやかすことが起きる

16．ものごとを不利な方に考えてしまうことがよくある
17．そのときの気分で行動することがよくある

18．大切な同lは畠分ひとりで考えるほうだ

19．知らない人が多くても卓分の意よを甘えるほうだ

20．人をからかうのが好きなほうだ

21．他人と廿斗に知り合いになれるほうだ

22．美辞にやるよりも計官するほうが好きだ
23．歩くとき体がフラフラすることがしょつちゆうある

24．みんながあきるようなことでもがんばることができる

25．仕手にとりかかるまでに弾何のかかるほうだ
26．人生はかけをするよりも安全にいきたい

27ノくイタリティがあるほうだ

28．これまで叱られたことは一度もない

29．白土♯浪粥な方だ

30．状況が暴くなると弱気になる

31．ちょつとしたことで泣いてしまうことがある

32．一人になりたいと患うことが多い

38．多少の反対があっても畠分の考えで行動するほうだ

a4．典♯しやすいほうだ
35．社交的な集まりにでるのは苦手だ

38．よく考え込むほうだ

37．件のだるいことが多い

38．ものごとにこだわるほうだ

39．長島しを立ててから行鞄することが多い

40．自分の仕手の分野で第一者になりたいと思う

41．決斬カがあるほうだ

42．ときには約束をやぶることもある

43．ゆううつになることが多い

44．失敗するといつまでも先になる

45．なにかにつけて粥汝的なことが好きだ

46．そばに人がいるのは蛾だと患う

47，他人に換りを指摘されるとむっとすることがある

48．注目されるといい気分になる

49．内気なほうだ

50．考えごとをしていることが多い

解答♯



♯札ト3 切立1の甥曽

1．非常にあてはまる 2．かなりあてはまる3，ややあてはまる 4．どちらともあてはまらない

5．ややあてはまらない 6．かなりあてはまらない 7．非♯にあてliまらない

f同

51．スポーツをすることが好きだ
52．どいらかといえば、しぶといほうだ

53．先行きに不安なことが多い
54．尭成したものより未東成なものに興味がある

55．じっくり考えてから行動するとよく音われる
56．

57．

58．

59．

60．

61．

62．

88．

84．

65．

66．

67．

¢8．

69．

70．

71．

72．

73．

74．

75．

78．

77．

78．

79．

80．

al．

82．

83．

84．

さ5．

88．

87．

88．

89．

90．

91．

92．

93．

94．

他人の心を♯つけたことはない

一気ではないかと心乾することが多い

なにかしようとしたときは迷うほうだ

たいくつになるとさわぎたくなる
批孟のきかないほうだ

姓とでも気塘に藷すことができる

はでな及が好きなほうだ

すぐに友達ができるほうだ

ものごとをす主に考えるほうだと思う
牡態的に帯地するほうだと患う

行き態まってもすぐにあきらめずにがんばってみる

計甘旬れに終わることが多いほうだと思う

友達が成功したと冊くと畠分が落後したように感じる
なにごとも始めるのがおっくうに♯じることがある
今までに他人の悪口を育ったことがない

とりこし書労するほうだ

考え込むことがよくある

かっとなってもすぐにけろっとするほうだ

ユニークな人と音われることが多い

意見が対立したとき羽生することが得意なほうだ

熊九なほうだ

もの静かなほうだ
なかなか決断できないほうだ

多少女理しても点れないほうだ

うまくいかないとすぐにあきらめてしまうほうだ

とりこし苦労をすることが多い

将来一人前の人同になれない気がする
思いついたらすぐにとりかかるはうだ

他人の忠音は必す受け入れている
まごつくと急に汗が出てきて気になることがある

他人にはやさしいほうだと患う

ときどき他人に危音を加えてしまいそうな気がする
膚性的な人だと音われたいと患う

畠分と違う意見に対して批判的になることが多い

私は人より朋子にのりやすいほうだ

知らない人と静すのは勇気がいる

ものごとを深く考えるほうだ

人よりも速く歩くほうだ
あきらめずに努力することが大切だ

95．何かしようとするとき、その♯で決心がつかないことが多い

96．どんなことをしても出世したいと患う

97．仕手はすばやくかたずけるほうだ

98．約束を破ったことは一度もない

99．他人が千成してくれないと不安になる

100．人より頼いとよく昔われる

解答瑞



♯札ト4胡亜1の耳目

1．非常にあてはまるえかなりあてはまる a．ややあてはまる4．どちらともあてはまらない
5．ややあてはまらない6．かなりあてはまらない 7．非常にあてはまらない

f同

101．依存柑こなることが多い

102．人がどういう意よでも畠分の意よは表明する
103．多少のことは切り掛ナる畠偉がある

104．人をこわがらせておもしろいときがある
105．いろいろなタイブの人と九億につきあっていける

108．美称二行地するよりも考えているほうだ

107．■が大きいほうだ
108．仕手は気長にじっくりと取り込むほうだ
109．畠分の下手なゲームはやらないようにしている

110．リーダーとして鞋められたい

111．畠分のとるべき態鹿はすぐに決められるほうだ

112．弁解したことは一度もない

113．いつも天災にあわないかと心宅だ

114．ものごとを暴く考えることが多い
115．帯地的な行地をとることが多い

116．流行に敏感だと患う

117．1■ではさつ色付がある
118．私はおしやぺり好きなほうだ

119．知らない人と会うのは九が壬いと患う

120．本をたくさん牡む仕手が好きだ

121．羊放では体★が好きだった

122．串我が土なると耐えがたくなることがある
123，きちんと♯序よくやる仕手が好きだ
124．なのごとにもチャレンジするほうだ

125．♯力的に勒くほうだ

126．耶立ったことをしたことは一度もない

127．高いところから下を見るのが苦手だ
128．他人の忠魯は気持ちよく受け入れるほうだ
129．わけもなくむっとすることがある

130遁で知っている人を丸かけても会いたくないときがある

131．畠分の稚判を主弘するほうだ
182．仲南とうわさ鼓をするのが好きだ

183．初めての人とはうまく辞ができないほうだ

1a4．行動型というより思索型だと患う

135．スポーツは何でもやってみたいと患う
186．毎日食べても飽きない食べ物がある
137．規則正しい生活が好きだ

138．私は人より放争心が強いほうだ
139．今まで行ったことのないところへ行くのが好きだ

140．いらいらしても鼓も表したことはない

141．音に対して敏感である
142．後梅することが多い
143．局舞の普≠に左右されるほうだ

144．一人でいるほうが大勢でいるよりも気が煮だ

145．私は他の人よりも丸が強い

14㊦．人の気をひいてみるのが好きだ

147．子供のころは一人で汝ぶことが多かった

148．ゆっくり考える仕手が好きだ

149．体を動かすことが好きなほうだ

150．並味はよくまるほうだ

解答絹



♯札1－5桝壬1の硬日

1．非常にあてはまる2．かなりあては手る3．ややあてはまる4．どちらともあてはまらない

5．ややあてはまらない 6．かなりあてはまらない7．非♯にあてはまらない

∫向

151．あまり先のことは計画しないほうだ

152．8♯は高いほうがよいと患う

153．♯理をしても象れないほうだ
154．’人にtえないような恥ずかしいことを考えたことは一度もない

155．勒音で自をさましやすいほうだ
156．くよくよするほうだ

157．子供にかえりたいと患うことがある
158．他人に干渉されるのが♯いなほうだ

159．大勢の廿で意見を甘える
160．ちょっとしたことで弗★しやすいほうだ

161．姓でもすぐに丸しくなれるほうだと思う
162．よく考えないと気がすまないほうだ
163．すぐに頻れるほうだ

164．仕手には★庄を持つべきだと患う

165．実行する前に、もう一生考えてみることが多い
1¢6．大きなことがやってみたい

167．てきばきしているほうだと患う

168．漁港したことは一度もない
169．恐体心が襲いほうだと思う

170．他人と交渉するのは好きではない

171．ふらりと旅に出たくなることがある

172．仰の社挽をよく眈む

173．待たされるとイライラするほうだ
174．有名人と知り合いになりたいと患う

175．意見の逢う人とでも払しくつきあえる
176．♯かな♯斬で仕手がしたい

177．汝しい運弛もあまり九にならない
178，あきらめのよいほうだ

179．計官的に行動することが多い
180．いいと昔われて満足せずにさらによくしたいと患う

181．強引だと首われることが多い

182．ときにはうそをつくこともある
183．じっとしていられないほど不安になることが多い

184．ときには換梅することもある

185．やりたい仕手がよくまるほうだ
186．斬珊で弟暫しか沈まないほうだ

187、やれる自作があっても人がよているとうまくできなくなる

188．冗秩を甘う仲仰が好きだ
189．おとなしい人だと昔われることが多い

190．漠然とした中に深い意味があるような文学が好きだ

191．スポーツ基手になりたいと患ったことがある

192．地きっぽいと人からよく首われる

198．怠には念を入れるほうだ

194．仕手では他人のできなったような王蔽をしたい
195．丁い軸は早いほうだ

196．ときには不快な気持ちが】掛こ出ることもある

197．赤面しないかと心軌こなることが多い

198．潔の他きがいつもよりにぶくなることがある

199．一つのことに集中するのは書手だ

200．反対されても畠分の意見をまえないことが多い

解答♯



♯軋1－8胡壬1の頬白

1・非常にあてはまる2．かなりあてはまる3．ややあてはまる4．どちらともあてはまらない

5．ややあてはまらない6．かなりあてはまらない7．罪♯にあてはまらない

t同
201，他人にせかされるとしやくになる

202．にぎやかな♯会が好きだ

203．人材で意よを発表するのは苦手だ
204．めんどうなことを考えることは書手だ

205．着地的だと患う

206．一つの典味を裁く続けることが多い

207．時何に逢われて行動することが多い
208．人を統率するのは書手だ

209．計官を考えるよりも早く実行したいほうだ
210．今までにものごとを大げさにlったことはない

答瑞



★札2 粥壬2の平目

1．♯♯にあてはまる 2．かなりあてはまる 8．ややあてはまる4．どちらともあてはまらない

5．ややあてはまらない 6．かなりあてはまらない7、非♯にあてはまらない

1

2
一
3

▲「

ぢV

¢

7

8

9

0

1

∧乙

∧J

l

－

－

－

4

5

¢

7

柑
柑
2
0

2
1
2
2
2
3
2
4
2
古
畑
2
7

28

争

0

1

2

3

▲
・
5

2

3

3

3

3

ュV

3

6

7

8

9

▲U

3

3

3

3

4

41．

ヰ2．

43．

f同

理由もなくはしやいだ気分になることがある

実行する前に考えなおしてみることが多い

ものごとを不利な方に考えてしまうことがよくある

他人と箭斗に知り合いになれるほうだ

仕手にとりかかるまでに時仰のかかるほうだ

多少の反対があっても自分の考えで行取するほうだ

典lしやすいほうだ

llしを立ててから行地することが多い

失敗するといつまでも先になる

内気なほうだ

スポーツをすることが好きだ

先行きに不安なことが多い

他人の心を★つけたことはない

姓とでも丸♯に昏すことができる

すぐに友逢ができるほうだ

ものごとを♯主に考えるほうだと患う

今までに他人の碁ロをTったことがない

もの甘かなほうだ

私は人より胡子にのりやすいほうだ

仕手はすばやくかたずけるほうだ

約束を破ったことは一度もない

人より祓いとよく甘われる

人がどういうt見でも畠分のま九は表明する

ものごとをlく考えることが多い

羊枚では体★が好きだった

冊立ったことをしたことは一度もない

初めての人とはうまく盲ができないほうだ

スポーツは何でもやってみたいと患う

人の気をひいてみるのが好きだ

体を助かすことが好きなほうだ

目♯は高いほうがよいと患う

くよくよするほうだ

大漁の竹で意見を甘える

ちょっとしたことで典♯しやすいほうだ

姓でもすぐに息しくなれるほうだと患う

実行する前に、もう一度考えてみることが多い

大きなことがやってみたい

てきばきしているほうだと患う

計画的に行勒することが多い

おとなしい人だと昔われることが多い

スポーツ選手になりたいと患ったことがある

仕手では他人のできなったような末♯をしたい

反対されても畠分のま九をまえないことが多い

解答1再
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